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緊
密
な
連
携
で
商
工
会
議
所

事
業
を
推
進

　
昨
年
、
当
商
工
会
議
所
は

境
港
市
や
関
係
諸
機
関
と
力

を
合
わ
せ
て
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
当
商
工
会
議
所
の
各
部

会
と
市
の
担
当
部
署
は
数
々

の
課
題
で
意
見
交
換
を
し
、

そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
施
策

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
当
商
工
会

議
所
の
役
員
・
議
員
の
改
選

が
あ
り
ま
し
た
。
退
任
さ
れ

た
役
員
・
議
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
た

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
も
、
再
任
と
な
っ
た

役
員
・
議
員
の
皆
さ
ん
や
、

新
任
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、
行
政
と
も
緊
密
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
商
工
会
議

所
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
る
境
港

　
世
界
の
情
勢
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
イ

ン
フ
レ
を
受
け
た
金
利
上
昇

な
ど
、
数
々
の
不
安
定
要
因

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
加
え

て
中
国
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策

を
取
り
続
け
、
様
々
な
生
産

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
中
で
、
材

料
供
給
が
滞
る
と
い
う
状
況

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
影
響
も
あ
り
、

国
内
で
は
円
安
、
燃
油
高
騰
、

物
価
高
と
い
っ
た
困
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
当
市
で
は
高
度
衛

生
管
理
型
漁
港
・
市
場
の
整

備
が
進
み
、
昨
年
夏
に
は
２

号
上
屋
が
完
成
し
ま
し
た
。

施
設
内
の
境
港
お
さ
か
な
パ

ー
ク
は
、
境
港
の
水
産
に
親

し
め
る
場
と
し
て
早
く
も
人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
境
港
水
産
物
直

売
セ
ン
タ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
、
相
乗
効
果
が
表
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
も
大
幅
な
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
夜
間
演
出
照
明
と

い
っ
た
仕
掛
け
を
展
開
す
る

な
ど
、
話
題
性
が
一
段
と
向

上
し
て
い
ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
は
、
国

内
線
が
便
数
を
減
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
回
復
し
つ
つ
あ

り
、
休
止
し
て
い
る
国
際
線

の
再
開
も
待
ち
遠
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
境
港
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ

れ
、
さ
っ
そ
く
市
民
生
活
の

充
実
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
市
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
に
ぎ
わ
い
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
態
で
経

済
活
動
や
日
常
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
木
し
げ
る
記
念

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
が
完

成
し
ま
し
た
。
魅
力
い
っ
ぱ

い
の
新
し
い
施
設
で
観
光
客

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
広
域
連
携
を

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
２
２

年
度
の
境
港
商
工
会
議
所
フ

域
の
行
政
と
経
済
界
は
、
手

を
携
え
て
圏
域
の
活
性
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
市
の
持
つ

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用

し
、
広
域
連
携
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
中
で
境
港
市
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
は
、
当
市

の
発
展
に
も
反
映
さ
れ
る
で

ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)
大

使
に
、
落
語
家
の
林
家
た
い

平(

は
や
し
や
・
た
い
へ
い
、

　体形は紡錘形で横に平たく、背面は青緑色の地に黒い渦模
様が多数走り、側面から腹面にかけては銀色です。肉付が良く、
成長すると50cm程度になります。
　古くから大衆魚として親しまれてきた魚ですが、近年、 流通
の発達によりブランドサバが現れました。その流れもあり、養
殖も各地で盛んに行われていま
す。衛生や鮮度管理などを徹底
することでブランド化され、高級
なイメージも付きつつあります。
　「サバの生き腐れ」と言われる
ほど鮮度の落ちが激しい魚で、
刺身で食べる習慣はあまりありませんが、鮮度の良い物は上級
な味。一部の地域や高級料理店で食べることができます。
　刺身以外では、塩や酢や昆布でしめた「しめ鯖」は絶品。他
にもフライ、竜田揚げ、塩焼き、サバすき、味噌煮など、魚の
中でもサバほど多様な料理で親しまれる魚もいないのではと感
じるくらい、枚挙に暇がありません。
　ＤＨＡなどが多く含まれている栄養価の高い魚で、ビタミンや
ナイアシンなども多く含まれ、健康食やダイエット食としても需
要が高まっている注目の魚です。
設置時期　2012年９月
設置場所　堀田石油㈱(弥生町)
寄 贈 者　堀田石油㈱
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

２
０
２
２
年
度
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）

林
家
た
い
平
氏
が
就
任

落
語
家

し
ょ
う
。

経
済
活
動
の
活
性
化
に
期
待

　
昨
年
は
、
市
内
企
業
の
皆

様
の
要
望
に
き
め
細
か
く
応

え
る
た
め
、
以
前
に
も
増
し

て
日
常
業
務
の
充
実
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
態
勢
は

本
年
も
変
わ
ら
ず
に
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
国
際
情
勢

の
影
響
な
ど
、
先
行
き
の
見

通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
と
し
は
、
観
光
や

経
済
活
動
な
ど
が
活
発
に
な

り
、
当
市
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
転

換
点
の
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

58
歳)

氏
が
12
月
１
日
付
で

就
任
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
林
家
氏
は
埼
玉
県
の
出
身

で
、
２
０
０
０
年
に
真
打
昇

進
後
、
落
語
界
の
隆
盛
に
貢

献
を
続
け
て
い
ま
す
。
境
港

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主
催

す
る
「
境
み
な
と
寄
席
」
に

14
回
出
演
し
、
境
港
市
民
に

笑
い
を
届
け
続
け
て
い
る
こ

と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
こ
の

た
び
の
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
境
港
市
は
「
魚
と
港
と
妖

怪
」
の
３
要
素
を
地
域
発
展

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
位
置
づ
け
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
境
港

商
工
会
議
所
は
「
境
港
フ
ィ

ッ
シ
ュ(
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
」

制
度
を
２
０
０
３
年
10
月
に

創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
境
港
に
関
わ

り
を
持
ち
、
県
外
で
幅
広
く

活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大
使
と

し
て
信
任
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
大
使
専
用
名
刺
を
配
布

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ

ッ
タ
ー
の
日
野
皓
正
さ
ん
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
寺
井
尚
子
さ
ん
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

足
立
倫
行
さ
ん
ら
14
人
が
大

使
と
し
て
活
躍
中
。
こ
の
た

び
林
家
氏
が
加
わ
り
、
15
人

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
復
活
の
転
換
点
に

新年を
迎えて

境
港
商
工
会
議
所

　会
頭

堀

　田

　
　收
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エネルギーを通して地域社会に貢献します
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同
総
会
で
は
、
副
会
頭
に

松
本
正
福
氏
＝
税税
松
本
会
計

事
務
所
・
代
表
社
員
、
池
口

由
紀
彦
氏
＝
米
子
空
港
ビ
ル

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
、
三

輪
陽
通
氏
＝
三
光
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
㈱
・
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
３
氏
、
専
務
理
事

に
柏
木
祥
二
氏
を
再
任
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
常
議
員
26
人
と
監

事
３
人
を
選
任
。
さ
ら
に
、

会
頭
指
名
議
員
14
人
の
委
嘱

を
承
認
し
ま
し
た
。
任
期
は

い
ず
れ
も
２
０
２
２
年
11
月

１
日
か
ら
２
０
２
５
年
10
月

31
日
ま
で
。

　
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
以

外
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略)

。

 
常
議
員

▽
足
立
收
平(

㈱
平
設
計
・

代
表
取
締
役)

▽
石
橋
久

(

境
港
魚
市
場
㈱
・
代
表
取

締
役
社
長)
▽
岩
木
佑
二

(

㈲
末
広
ド
ラ
イ
・
代
表
取

締
役
会
長)

▽
岩
田
慎
介

副会頭は松本、池口、三輪の3氏を再任
― 境港商議所役員人事 ―

堀田收会頭 6期目に

(

㈱
福
栄
・
取
締
役
会
長)

▽
岡
空
晴
夫(

千
代
む
す
び

酒
造
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
小
川
高
志(

㈱
日
新
・

管
理
本
部
長)

▽
角
田
祐
道

(

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
門
永
康
一

郎(

㈱
昭
和
船
具
店
・
代
表

取
締
役)

▽
門
永
幹
朗(

㈱

門
永
水
産
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
上
田
裕
子(

ま
る

か
商
事
㈱
・
代
表
取
締
役)

▽
川
端
収(

㈱
カ
ワ
バ
タ
印

刷
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

木
下
辰
男(

㈱
木
下
建
設
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
木
村

美
樹
雄(

㈱
海
産
物
の
き
む

ら
や
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
黒
川
勝
則(

山
陰
ア
シ
ッ

ク
ス
工
業
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
小
板
裕(

サ
ン

ス
イ
土
地
建
物
㈱
・
会
長)

▽
越
河
彰
統(

日
本
海
冷
凍

魚
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
庄
司
尚
史(

資
第
弐
商

会
・
代
表
社
員
社
長)

▽
高

瀬
裕
章(

㈱
鳥
取
銀
行
境
港

支
店
・
支
店
長)

▽
津
田
純

司(

㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港

支
店
・
支
店
長)

▽
友
田
博

(

友
田
セ
ー
リ
ン
グ
㈱
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
廣
瀨
信

彦(

鳥
取
缶
詰
㈱
・
代
表
取

締
役)

▽
前
橋
知
之(

共
和

水
産
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長

執
行
役
員)

▽
松
本
正(

境

港
土
建
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
森
脇
哲
雄(

大
幸
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
﨑

慎
也(

㈱
や
ま
さ
き
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
山
本
一
徳

(

㈱
大
新
・
代
表
取
締
役
社

長)

 

監
事

▽
岡
田
昭
夫(

㈲
岡
田
商
店
・

代
表
取
締
役
会
長)

▽
中
西

健
一
郎(

㈲
中
西
一
郎
商
店
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
本

博
敏(

山
本
博
敏
税
理
士
事

務
所
・
所
長) 

境
港
商
議
所
議
員
改
選

今
期
の
議
員・会
頭
指
名
議
員
ご
紹
介

　
改
選
に
伴
い
、
選
出
さ
れ

た
議
員
、
委
嘱
さ
れ
た
会
頭

指
名
議
員
、
参
与
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
通
り
で
す(

敬

称
略
）。
任
期
は
い
ず
れ
も

２
０
２
２
年
11
月
１
日
か
ら

２
０
２
５
年
10
月
31
日
ま
で
。

 

議
員

▽
足
立
祥(

足
立
燃
料
㈲
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
池
田

太
一(

㈱
リ
ン
ク
ス
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
板
倉
一
晃(

㈲

板
倉
博
商
店
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
岩
崎
誠
司(

Ｎ
Ｘ
境

港
物
流
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
岩
本
秀
熙(

㈱
錦
海
化

成
・
代
表
取
締
役)

▽
上
野

慶(

㈱
上
野
水
産
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
浦
川
英
敏(

㈱

あ
お
い
総
合
設
計
・
代
表
取

締
役)

▽
遠
藤
健
司(

㈱
ケ
ン

ズ
ホ
ー
ム
・
代
表
取
締
役)

▽
岡
田
輝
昭(

㈱
岡
田
商
店
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
片
岡

敏
一(

㈱
カ
タ
セ
イ
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
川
口
利
之(

㈲

川
口
商
店
・
代
表
取
締
役)

▽
北
野
司(

㈲
北
野
建
築
工

業
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

喜
多
村
実(

㈲
北
陽
水
産
・

代
表
取
締
役)

▽
木
村
光
哉

(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
熊
谷
主
拡(

㈲
橋

本
工
業
所
・
代
表
取
締
役)

▽
黒
見
泰
之(

㈱
さ
か
い
み

な
と
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
専
務

取
締
役)

▽
小
倉
雅
司(

㈲
小

倉
水
産
食
品
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
酒
井
英(

㈱
酒
井
商

店
・
代
表
取
締
役)

▽
篠
田

佳
夫(

マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
島
谷
憲

司(

㈱
島
谷
水
産
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
杉
本
真
吾(

㈱

港
タ
ク
シ
ー
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
杉
山
孝
志(

㈲
杉
山

実
業
・
代
表
取
締
役)

▽
瀧

下
寿
夫(

大
海
水
産
㈱
・
取

締
役
部
長)

▽
竹
下
朗(

弓
ヶ

浜
水
産
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
竹
中
弘
治(

北
陽
冷
蔵

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

田
中
幸
雄(

㈱
タ
ナ
カ
技
建
・

代
表
取
締
役)

▽
赫
太
郎(

甲

陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱
境
港
工
場
・

代
表
取
締
役
会
長)

▽
中
木

啓
文(
米
子
信
用
金
庫
境
港

支
店
・
支
店
長)

▽
中
田
耕

治(

㈲
中
田
石
材
工
作
所
・

代
表
取
締
役)
▽
野
津
健
市

(

美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
秦
野
博
行

(

東
亜
青
果
㈱
境
港
青
果
市

場
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

濱
浩
二(

山
陰
化
成
工
業
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
濱
田

正
道(

㈱
シ
ン
セ
イ
・
代
表
取

締
役
会
長)

▽
日
野
良
太(

㈱

さ
ん
れ
い
製
造
境
港
工
場
・

工
場
長)

▽
平
田
阜
士(

㈱
平

田
組
・
代
表
取
締
役)

▽
廣

江
晃(

福福
こ
う
ほ
う
え
ん
・

理
事
長)

▽
廣
瀨
康
彦(

㈱
大

昇
食
品
・
代
表
取
締
役)

▽

藤
原
誠(

Ｎ
Ｘ
日
本
海
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
堀
江
則
夫(

大
海

㈱
・
取
締
役
部
長)

▽
松
下

美
智
弘(

境
港
魚
凾
㈱
・
常

務
取
締
役)

▽
宮
永
誠
治(

㈱

葬
仙
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
三
輪
昌
輝(

三
光
㈱
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
森
脇
章

次(

㈱
島
根
銀
行
境
支
店
・

支
店
長)

▽
森
脇
尊
昭(

㈲
森

脇
自
動
車
・
代
表
取
締
役)

▽
森
脇
寛(
境
港
セ
ン
タ
ー

冷
蔵
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
口
尚
文(
山
進
運
輸
㈱
・

代
表
取
締
役)

▽
山
根
宏
典

(

㈱
ヤ
マ
ネ
産
機
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
吉
岡
俊
介(
㈱

オ
ー
ク
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
吉
川
真
一(

中
浦
食
品
㈱
・

常
務
執
行
役
員)

▽
渡
邉
昇

(

㈱
ワ
タ
ナ
ベ
・
代
表
取
締

役)

 

会
頭
指
名
議
員

▽
梅
田
英
雄(

㈲
渡
部
・
常

務
取
締
役)

▽
角
谷
直
樹(

㈱

角
屋
食
品
・
代
表
取
締
役)

▽
金
田
孝
成(

カ
ネ
ッ
ク
ス

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

木
村
俊
明(

㈲
三
共
物
流
運

輸
・
取
締
役
社
長)

▽
佐
田

山
一
成(

㈲
大
成
商
事
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
澤
井
聡

(

㈱
澤
井
珈
琲
・
取
締
役
企

画
室
長)

▽
柴
田
秀
信(

同同
境

港
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ワ
ー
・
社

長(

職
務
執
行
者))

▽
田
邊

亮(

福福
境
港
福
祉
会
・
理
事

長)
▽
谷
村
俊
治(

ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
米
子
営
業
所
・
所

長)
▽
鶴
木
俊
文(

㈱
中
海
テ

レ
ビ
放
送
・
専
務
取
締
役
総

務
部
長)

▽
濱
野
政
和(

味
処

美
佐
同同
・
代
表
社
員)

▽
福

谷
典
久(

海
上
石
油
㈲
・
代

表
取
締
役)

▽
舞
立
嘉
之(

田

中
窯
業
㈲
・
代
表
取
締
役
会

長)

▽
森
脇
照
夫(

中
国
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
米
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
所
長)

 

名
誉
会
頭

▽
足
立
統
一
郎

 

参
与

▽
岡
田
端(

㈱
岡
田
商
店
・

元
取
締
役
会
長)

▽
増
谷
立

夫(

㈲
増
谷
慶
一
郎
薬
局
・

代
表
取
締
役)

▽
奥
森
清(

新

和
産
業
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
木
村
正
明(

㈱
き
さ
ら

ぎ
・
代
表
取
締
役
会
長)

　

境
港
商
工
会
議
所
は
、
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
・
選
任
を
行
い
、
昨
年
10
月
末
ま
で

に
全
80
人
の
議
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
11
月
１
日
に
新
議
員
に
よ
る
臨

時
議
員
総
会
を
開
催
し
、
会
頭
に
堀
田
收
＝
堀
田
石
油
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
を
再
任
し
た
ほ

か
、
向
こ
う
３
年
間
の
商
工
会
議
所
運
営
を
担
う
役
員
の
新
陣
容
を
整
え
ま
し
た
。

堀田收 会頭

松本正福 副会頭

池口由紀彦 副会頭

三輪陽通 副会頭

　
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
は
、
時
間
額
８
５
９
円

(

発
効
年
月
日
＝
２
０
２
２

年
12
月
17
日)

に
な
り
ま

し
た
。

　「
鳥
取
県
最
低
賃
金
」

は
、
２
０
２
２
年
10
月
６

日
か
ら
時
間
額
８
５
４
円

に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室(

☎︎

０
８
５
７
―
29
―
１
７
０

５)

、
ま
た
は
米
子
労
働

基
準
監
督
署(

☎︎
34
―

２
２
３
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特定(産業別)最低賃金

１時間が859円に

昨年12月17日から
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“環境をテーマに確かな一歩を印す”

 鳥 取県境港市外江町 2 0 5 6 番地 1
ＴＥＬ．0859－44－1551 ＦＡＸ．0859－44－6043

株式会社 木 下 建 設
会館葬・自宅葬・寺院葬・家族葬

信頼と実績で安心のトータルサポート

株式会社 葬 仙
境港ホール
余子ホール

境港市上道町3588　  TEL.0859‒47‒1414

境港市竹内町1864‒2  TEL.0859‒47‒3100
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テーマ「済生会総合病院の現在と未来」

佐々木病院長が講演
ー 優良従業員表彰式 ー

済生会境港
総 合 病 院

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨
年
11
月
23
日
・
勤
労
感
謝
の
日

に
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
。
式
典
終
了
後
、
鳥
取
県
済

生
会
境
港
総
合
病
院
の
佐
々
木
祐ゆ

う

一い
ち

郎ろ
う

病
院
長
を
講
師
に

「
済
生
会
境
港
総
合
病
院
の
現
在
と
未
来
」
と
題
す
る
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
病
院
は
、
福
恩
賜
財
団

済
生
会
支
部
の
運
営
す
る
病

院
で
す
。
財
団
は
、
明
治
天

皇
が
生
活
困
窮
者
を
救
済
す

る
た
め
に
１
９
１
１(

明
治

44)
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

代
々
皇
族
が
総
裁
に
就
任
し
、

６
代
目
と
な
る
現
在
の
総
裁

は
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
で
す
。

　
財
団
の
任
務
は
、
生
活
困

窮
者
へ
の
無
料
・
低
額
診
療

で
、
全
国
各
地
に
81
の
病
院

を
は
じ
め
介
護
老
人
保
健
施

設
な
ど
、
約
４
０
０
施
設
を

運
営
す
る
日
本
最
大
の
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
病
院
は
、
１
９
６
１

(

昭
和
36)

年
に
開
設
。
境
港

市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
住
民

に
対
し
て
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
予
防
の
分
野
で
貢
献
し
、

一
般
急
性
期
病
床
が
１
０
５

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が

60
床
、
療
養
病
床
が
30
床
で
、

総
病
床
数
は
１
９
５
床
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
病
床
は
２

床(

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
は
県

の
要
請
で
35
床
ま
で
受
け
入

れ
可
能)

で
、
介
護
医
療
院

の
病
床
は
29
床
で
す
。

　
佐
々
木
病
院
長
は
「
無
料

低
額
診
療
の
率
は
病
院
で
８

㌫
、
は
ま
か
ぜ
で
10
㌫
。
今

後
、
利
用
者
が
増
え
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
感
染
症
医
療
機
関

と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
第

８
波
の
ウ
イ
ル
ス
は
弱
毒
化

し
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
一

定
の
割
合
で
重
症
化
す
る
人

も
い
ま
す
。
感
染
が
拡
大
す

る
と
病
院
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ー
を
超
え
て
し
ま
う
の
で
、

警
戒
が
必
要
で
す
」
と
危
機

感
を
表
明
。

　
こ
の
ほ
か
、
救
急
医
療
、

通
常
医
療
、
が
ん
診
療
、
人

工
透
析
、
在
宅
医
療
、
予
防

医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
現
状
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
鳥
取
大
学
医
学

部
附
属
病
院
な
ど
の
医
療
機

関
と
連
携
を
結
ん
で
い
る
こ

と
、
病
院
の
建
て
替
え
も
視

野
に
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
も
言
及
。

　
最
後
に
「
私
は
、
境
港
に

来
て
20
年
に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
に
境
港
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
を
乗
り
越
え
て
、
皆
さ

ん
と
楽
し
く
歓
談
で
き
る
機

会
を
望
ん
で
い
ま
す
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
病
院
の
現
状
を
率
直
に
伝

え
る
佐
々
木
病
院
長
の
話
に

参
加
者
一
同
が
感
動
し
た
講

演
会
で
し
た
。

受賞者を前に講演する佐々木病院長

海
外
市
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
察

パ
ー
ト
⑧

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

　
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
海
外
渡
航
が
制
限
さ

れ
る
中
で
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
商

談
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察

な
ど
で
、
新
た
な
海
外
市

場
に
触
れ
る
た
め
の
機
会

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

海
外
市
場
視
察
セ
ミ
ナ
ー

　(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
内)

が
海
外
展
開
の
支
援
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
海
外
市

場
視
察
」
で
す
。

～
ベ
ト
ナ
ム
編
～
」
を
実
施
。

日
本
食
の
需
要
が
拡
大
す
る

ベ
ト
ナ
ム
現
地
の
動
向
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
ベ

ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

酒
屋
、
物
流
会
社
、
そ
し
て

１
４
７
店
舗
を
展
開
す
る
コ

ン
ビ
ニ
の
代
表
者
ら
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
現
地
か
ら
は
「
ベ
ト
ナ
ム

は
安
全
・
健
康
志
向
が
強
く
、

特
に
子
ど
も
向
け
日
本
製
品

が
若
い
マ
マ
に
人
気
」「
商

品
価
値
を
ど
う
伝
え
る
か

(

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど)

が
重

要
」「
現
地
の
嗜
好
に
合
わ

せ
た
商
品
提
供
も
必
要
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
国
内
市
場
で
は
、

依
然
と
し
て
続
く
材
料
費
の

高
騰
を
受
け
て
も
価
格
転
嫁

が
進
ま
な
い
現
状
を
聞
き
ま

す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
始
め
と
し
て
、

海
外
に
は
県
内
商
品
の
価
値

を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

価
格
以
外
で
の
勝
負
が
で
き

る
地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
連
携
協
定(

Ｅ

Ｐ
Ａ)

に
よ
り
、
関
税
ゼ
ロ

で
取
り
引
き
が
で
き
る
国
・

地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
円

安
の
こ
の
機
に
海
外
に
目
を

向
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
実
際
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
統

計
で
は
、
２
０
２
２
年
上

半
期
で
「
食
料
品
」「
繊

維
・
同
製
品
」「
一
般
機
械
」

の
半
数
以
上
の
品
目
が
輸

出
数
量
増
と
の
結
果
で
し

た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

よ
う
な
視
察
セ
ミ
ナ
ー
や

Ｗ
ｅ
ｂ
商
談
を
定
期
的
に

実
施
し
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー

と
の
交
渉
機
会
な
ど
の
創

出
を
図
っ
て
い
ま
す
。
興

味
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、

こ
れ
ら
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

ま
で
。

ベトナム視察をオンラインで展開中

第
62
回 

優
良
従
業
員
表
彰
式

境港商議所

60
人
の
功
績
称
え
る

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ
る

の
は
、
こ
の
人
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
―
。

　
昨
年
11
月
23
日
に
境
港
商

工
会
議
所
は
、
第
62
回
優
良

従
業
員
表
彰
式
を
行
い
、
29

事
業
所
・
60
人
の
皆
さ
ん
を

表
彰
し
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、

当
商
工
会
議
所
会
員
企
業
に

10
年
以
上
勤
務
し
、
事
業
主

か
ら
推
薦
を
受
け
た
従
業
員

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も

の
。

　
受
賞
者
の
お
名
前
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略
・
順

不
同)

。

▽
巽
純
子(

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸

㈱)

▽
梅
月
伸
男(

同)

▽
吉

灘
元
彦(

同)

▽
権
代
輝
男

(

同)

▽
高
梨
ロ
サ
ヴ
ィ
リ
ヤ

(

㈱
門
永
水
産)

▽
和
田
加
津

子(

同)

▽
足
立
直
子(

同)

▽

松
原
奈
美(

同)

▽
橋
本
聡

(

三
光
㈱)

▽
嶋
田
忠
幸(

同)

▽
木
村
順
至(

同)

▽
川
本
健

一(

同)

▽
小
屋
田
百
合
子(

日

本
海
冷
凍
魚
㈱)

▽
杉
原
真

砂
子(

同)

▽
近
堂
真
由
美

(

同)

▽
河
津
眞
紀
子(

同)

▽

乗
本
佳
美(

㈱
カ
タ
セ
イ)

▽

梅
木
美
香(

同)

▽
浦
田
康
光

(

同)

▽
柴
田
佳
祐(

甲
陽
ケ

ミ
カ
ル
㈱
境
港
工
場)

▽
中

村
将(
同)

▽
柳
楽
京
汰(

同)
▽
松
本
ル
ー
デ
ス(

友
田
セ

ー
リ
ン
グ
㈱)
▽
青
木
浩
子

(

同)

▽
白
根
絹
枝(

同)

▽
浜

田
真
也(

Ｎ
Ｘ
境
港
物
流
㈱)

▽
泰
江
琢
磨(

同)

▽
長
武
淳

(

㈱
カ
ワ
バ
タ
印
刷)

▽
寺
本

友
実(

同)

▽
清
水
敬
喜(

共

和
水
産
㈱)

▽
木
下
友
幸

(

同)

▽
景
山
佳
代(

山
陰
ア

シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱)

▽
榧
野
貴

史(

同)

▽
武
良
克
己(

大
海

通
産
㈱)

▽
平
野
善
浩(

同)

▽
能
登
路
幸
子(

㈱
大
新)

▽

井
上
晃
司(

同)

▽
津
村
恵
子

(

㈱
平
設
計)

▽
釘
谷
佳
江

(

同)

▽
松
本
博
和(

鳥
取
缶

詰
㈱)

▽
皆
廣
剛(

同)

▽
足

立
優
次(

㈲
橋
本
工
業
所)

▽

遠
藤
俊
彦(

同)

▽
三
井
美
佐

子(

フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工
場)

▽
杉
原
直
美(

同)

▽
吉
田
和

由(

堀
田
石
油
㈱)

▽
松
本
尚

弥(

同)

▽
門
脇
克
広(

税税
松

本
会
計
事
務
所)

▽
遠
藤
寛

之(

同)

▽
家
原
智
英(

㈱
港

タ
ク
シ
ー)

▽
高
梨
清
一
郎

(

同)

▽
江
角
尚
子(

㈱
き
さ

ら
ぎ)

▽
田
中
泉(

境
港
運
送

㈱)

▽
井
田
悟(

㈲
佐
藤
建

設)

▽
松
本
浩
二(

新
和
産
業

㈱)

▽
西
村
高
志(

㈱
大
昇
食

品)

▽
竹
内
彩(

㈱
福
栄)

▽

大
山
亮(

㈲
増
谷
慶
一
郎
薬

局)

▽
安
田
博
典(

㈱
リ
ン

ク
ス)

▽
島
田
照
久(

㈲
若

月
海
事)

福福
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
再
び
商
業
部
会

の
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
２
０
２
２
年
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
収
束
せ
ず
、
厳
し
い

一
年
間
で
し
た
が
、
よ
う
や
く

明
る
い
日
差
し
も
照
り
始
め
ま

し
た
。

　
こ
と
し
は
卯
年
で
す
。
卯
年

は
、
芽
を
出
し
た
植
物
が
成
長

し
て
い
き
、
茎
や
葉
が
大
き
く

な
る
時
期
で
、
目
に
見
え
て
大

き
く
成
長
す
る
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
卯
の
刻
は
、
現

在
で
は
朝
の
６
時
前
後
２
時
間

で
夜
明
け
の
時
刻
を
指
す
た
め
、

卯
年
の
こ
と
し
は
新
型
コ
ロ
ナ

が
完
全
に
収
束
の
年
に
な
る
と
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

２
０
２
３
年
に
思
う

境
港
商
工
会
議
所
の
部
会
長
・
女
性
会
長
ら
の
年
頭
所
感
を
掲
載
し
ま
す（
順
不
同
）。

水

産

業

部

会

部
会
長
　
石
　
橋
　
　
　
久

（
境
港
魚
市
場
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

工

業

部

会

部
会
長
　
岡
　
空
　
晴
　
夫

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

商

業

部

会

部
会
長
　
門
　
永
　
康
一
郎

（
㈱
昭
和
船
具
店
代
表
取
締
役
）

ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の
活
躍
は

目
を
見
張
る
も
の
で
、
感
動
し

ま
し
た
。
全
員
が
１
つ
の
目
標

に
団
結
し
て
向
か
う
素
晴
ら
し

さ
、
強
さ
、
献
身
が
大
事
な
こ

と
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
通
じ
る
こ

と
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
和
、

感
謝
の
心
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　
工
業
部
会
は
、
第
１
分
科
会

(

鉄
工
業
、
造
船
業
、
機
械
器

具
製
造
・
修
理
業
、
自
動
車
整

備
業)

、
第
２
分
科
会(

木
材
・

木
製
品
製
造
業
、
建
設
資
材
製

造
業)

、
第
３
分
科
会(

食
料

品
製
造
業)

、
第
４
分
科
会(

そ

の
他
の
製
造
業)

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業

で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

商
談
・
展
示
会
は
、
境
港
市
、

米
子
市
、
安
来
市
、
松
江
市
、

出
雲
市
、
大
山
圏
域
の
行
政
と

商
工
団
体
で
組
織
し
た
実
行
委

員
会
が
持
ち
回
わ
り
で
主
催
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
２
０
２
２
年
は
、
10
月

に
松
江
市
で
リ
ア
ル
開
催
と
な

り
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
、
商
談
件

数
も
多
く
、
活
発
で
し
た
。
や

は
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
リ
ア

ル
の
開
催
が
、
数
段
効
果
が
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
米
子
市
で
秋
に
リ
ア
ル

の
商
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
地

域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
に

は
、
人
口
減
少
の
波
を
食
い
止

め
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
一
朝

一
夕
に
人
口
を
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
が
、
今
な
す
べ

き
こ
と
は
、
企
業
誘
致
で
す
。

　
山
陰
、
特
に
境
港
は
食
物
も

美
味
し
く
、
災
害
に
も
強
く
、

気
候
も
爽
や
か
で
、
と
り
わ
け

水
の
良
さ
は
特
筆
も
の
で
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
８
波
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、
感

染
が
収
ま
っ
て
い
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

　
境
港
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
を
支
え
る
境
漁
港
は
昨
年
、

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
主
要

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
衛
生
管
理
が
行
き
届
い
た

境
港
に
漁
業
、
食
品
関
係
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
企

業
の
誘
致
を
働
き
か
け
る
こ
と

が
人
口
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
国
道
４
３

１
号
線
の
高
規
格
化
を
一
刻
も

早
く
実
現
し
て
、
米
子
道
、
山

陰
道
と
直
結
す
る
こ
と
も
喫
緊

運
輸
通
信
業
部
会

部
会
長
　
角
　
田
　
祐
　
道

（
Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｘ
」
の

展
開
の
一
環
と
し
て
社
名
を
変

更
し
ま
し
た
。

　
社
名
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
、
皆
様
の
ご
期
待
に
沿

え
ま
す
よ
う
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
９
年
末
か
ら

続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
、
依
然
と

し
て
世
界
経
済
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
で
は
全
国
旅
行

支
援
に
よ
る
旅
行
需
要
の
拡
大

や
水
際
対
策
緩
和
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
と
い
っ

た
政
策
の
効
果
で
、
徐
々
に
経

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
会
員

の
皆
様
、
境
港
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

当
部
会
に
つ
き
ま
し
て
、
日
頃

か
ら
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
１
月
１
日
に
Ｎ

Ｘ(

エ
ヌ
エ
ッ
ク
ス)

境
港
海
陸

㈱
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
角
田
祐
道(

か
ど
た

・
ひ
ろ
み
ち)

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
当
社
は
、
親
会
社
で
あ

る
日
本
通
運
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
体
制
移
行
に
合
わ
せ
、
グ

済
活
動
も
回
復
基
調
に
あ
り
、

境
港
に
も
少
し
ず
つ
観
光
客
が

戻
り
、
明
る
い
兆
し
も
で
て
き

て
い
ま
す
。

　
物
流
業
界
に
目
を
向
け
る
と
、

燃
油
高
騰
、
人
材
不
足
、
働
き

方
改
革
、
２
０
２
４
年
問
題
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る

な
か
、
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
機
器
の
導

入
や
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
の

開
発
が
進
み
、
業
界
全
体
の
景

色
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
物
流
は
重
要
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る
機
能

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
流
業

界
が
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

新
し
い
世
界
に
向
け
変
化
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
日

々
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
当
運
輸
通
信
業
部
会
の
役
割

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

に
関
わ
る
責
任
の
重
大
さ
を
改

の
課
題
で
す
。

　
こ
と
し
も
当
工
業
部
会
は
、

県
内
商
工
会
議
所
工
業
部
会
と

の
交
流
事
業
、
全
国
の
展
示
商

談
会
、
異
業
種
交
流
会
の
参
加
、

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当

工
業
部
会
の
会
員
同
士
の
懇
談

会
や
県
外
の
企
業
視
察
研
修
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
完
全
収
束
も
目
の
前

で
す
。
日
本
お
よ
び
世
界
の
経

済
は
元
よ
り
、
山
陰
の
経
済
、

当
市
経
済
の
発
展
、
活
性
化
を

皆
様
の
力
で
成
し
遂
げ
ま
し
ょ

う
。

め
て
認
識
し
、
道
路(

高
速
含

む)

・
空
港
・
港
の
イ
ン
フ
ラ
、

通
信
・
情
報
伝
達
な
ど
の
強
化

で
、
我
々
の
住
む
「
境
港
」
を

よ
り
安
全
で
安
心
に
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
部
会
と
し
ま
し
て
も
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
境
港
市
お
よ

び
中
海
圏
域
の
さ
ら
な
る
活
性

化
と
飛
躍
化
に
向
け
、
よ
り
関

わ
り
を
強
く
持
ち
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
す
べ
く
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

会
員
の
皆
様
、
境
港
市
民
の
皆

様
、
関
係
者
、
ご
家
族
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
商
業

部
会
は
繊
維
、
衣
料
、
そ
の
他

関
連
小
売
業
の
第
１
分
科
会
、

飲
食
料
品
小
売
業
の
第
２
分
科

会
、
そ
の
他
の
小
売
業
の
第
３

分
科
会
、
卸
売
業
の
第
４
分
科

会
と
多
業
種
に
わ
た
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
は
新
型
コ
ロ
ナ
も
下

火
に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
ま

だ
ま
だ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
円
安
の
進
行
や
物
価
高
に

苦
し
ん
で
い
る
会
員
の
皆
さ
ん

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
境
港
の
商
業
の
発
展

の
た
め
に
微
力
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
経
営
相
談
や
金
融
、

情
報
化
の
支
援
、
た
と
え
ば
マ

ル
経
融
資
の
相
談
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
先
進
商
業
施
設

の
視
察
研
修
や
、
税
金
や
求
人

に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
英
副
部
会
長
や
中
西
健
一

郎
副
部
会
長
の
力
を
お
借
り
し

て
充
実
し
た
１
年
に
し
、
会
員

の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し

い
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
し
い
市
場
と
な
り(

安
心
と

安
全
が
、
進
化
す
る
み
な
と)

、

見
学
も
で
き
、
境
港
お
さ
か
な

パ
ー
ク
も
併
設
さ
れ
、
観
光
の

交
流
拠
点
と
し
て
の
期
待
も
多

く
、
西
日
本
最
大
の
漁
港
と
な

り
ま
す
の
で
、
業
界
一
体
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
境
漁
港
の
水
揚
げ
量
は
前
年

比
１
１
４
㌫
の
10
万
２
３
０

５
㌧
、
水
揚
げ
金
額
は
前
年
比

１
２
６
㌫
の
１
９
４
億
５
４
０

０
万
円
で
し
た(

２
０
２
２
年

11
月
末
時
点
調
べ)

。

　
今
後
も
水
揚
げ
量
増
加
に
努

力
し
、
我
々
水
産
業
界
と
し
て

も
地
域
の
発
展
の
た
め
全
力
を

尽
く
し
て
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
一
年
が
会
員
の
皆
様
、

ま
た
各
企
業
に
と
り
ま
し
て
も
、

よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１月15日  セミナー
ＤＸ時代の リスキリング
鳥取県、とっとり新時代
産業人材育成基盤会議

はじめの一歩

　
企
業
が
持
続
・
成
長
し

て
い
く
た
め
に
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン)

が
不
可
欠
な
時
代
を
迎

え
る
中
、
Ｄ
Ｘ
の
実
現
な
ど

を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
に
必
要
な
「
リ
ス
キ
リ

ン
グ
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
鳥
取
県
、
と
っ
と

り
新
時
代
産
業
人
材
育
成
基

盤
会
議
は
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に
お

け
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
始
め

る
た
め
に
経
営
者
の
皆
様
に

今
、
押
さ
え
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
１
月
15
日
㈰
　
午
後

２
時
～
３
時
30
分 

場
所
　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

第
１
会
議
室(

会
場
定
員
＝

１
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
併
用)

内
容
　
▽
第
1
部
＝
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
「
現
役
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
が
語
る
、
社
員

を
成
長
さ
せ
、
Ｄ
Ｘ
が
進
む

会
社
」
▽
第
２
部
＝
事
例
紹

介
「
副
業
プ
ロ
人
材
の
サ
ポ

ー
ト
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

へ
の
一
歩
」

　
詳
し
く
は
、
県
産
業
人
材

課
未
来
創
造
人
材
室(

☎
０

８
５
７
―
26
―
７
２
２
４)

へ
。
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5

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

部
会
長
　
岩
　
木
　
佑
　
二

（
㈲
末
広
ド
ラ
イ
代
表
取
締
役
会
長
）

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
　
岡
　
空
　
京
　
子

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱ 

専
務
取
締
役
）

金
融
保
険
業
部
会

部
会
長
　
津
　
田
　
純
　
司

（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）

庶

業

部

会

部
会
長
　
小
　
板
　
　
　
裕

（
サ
ン
ス
イ
土
地
建
物
㈱
会
長
）

騰
の
ほ
か
、
国
際
的
な
諸
情
勢

に
よ
り
、
国
内
の
物
価
も
軒
並

み
高
騰
が
続
き
、
本
年
も
電
気

代
の
値
上
が
り
を
は
じ
め
、
諸

物
価
は
ま
だ
ま
だ
上
が
る
こ
と

が
確
実
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
不
況
の
中
で
も
、

県
内
の
新
設
住
宅
着
工
件
数
は
、

持
家
系
が
10
㌫
近
く
前
年
に
比

べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
土
地
の
価
格
が
大
変
安
く
、

建
物
も
建
築
各
社
が
値
下
げ
努

力
の
最
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
住

宅
ロ
ー
ン
の
金
利
０
・
６
㌫
と

い
う
ま
さ
に
異
常
な
低
金
利
が

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
、
庶
業
部
会
主
催

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
事

業
広
告
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
各
企
業

が
売
上
不
振
に
あ
え
い
で
い
る

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

効
率
的
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

企
業
宣
伝
で
生
き
残
り
を
目
指

す
べ
き
で
す
。

　
ま
た
昨
年
は
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
影
響
で
、
原
油
価
格
高

追
い
風
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
建
築
材
料

の
値
上
が
り
を
招
き
、
一
気
に

消
費
の
冷
え
込
み
に
つ
な
が
ら

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
為
替
の
円
安
環
境

と
外
国
人
受
け
入
れ
緩
和
で
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
大
量
入
国

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
栄
え
あ
る
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、

想
定
外
の
戦
争
、
北
朝
鮮
の
度

重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
人
類

生
存
に
脅
威
と
な
る
気
候
変
動
、

経
済
社
会
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
燃
油
・
物
価
高
騰
な
ど
、
経

済
低
迷
下
に
お
い
て
難
題
を
一

挙
に
惹
起
し
、
カ
オ
ス(

混
沌)

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、

明
る
い
話
題
の
極
め
て
少
な
い

一
年
で
し
た
。

　「
転
変
常
な
ら
ぬ
グ
ロ
ー
バ

ル
な
環
境
」
の
言
葉
通
り
、
地

球
規
模
で
あ
る
だ
け
に
厄
介
で

す
。

　
当
市
は
、
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
主

要
施
設
全
面
稼
働
、
米
子
鬼
太

郎
空
港
の
国
際
化
に
向
け
た
充

実
、
境
港
の
観
光
業
を
飛
躍
せ

し
め
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
な
ど
、
生
活

上
良
質
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
社
会
へ
の
様
々
な
リ
ス

ク
の
噴
出
が
無
け
れ
ば
、
当
市

は
市
民
人
口
を
超
え
る
人
で
あ

ふ
れ
、
当
市
の
存
在
が
大
き
く

国
内
外
に
発
信
さ
れ
、
そ
れ
こ

そ
重
要
課
題
で
あ
る
定
住
す
る

人
の
流
入
が
加
速
す
る
端
緒
と

な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
す
。

　
国
と
国
、
人
と
人
と
の
関
係

が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
つ
つ
あ
る
不

安
定
な
社
会
環
境
下
で
境
港
の

文
化
向
上
の
核
と
な
り
、
心
の

健
康
を
促
進
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
も
な
る

「
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、

充
実
し
た
市
民
生
活
に
寄
与
す

る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
難
と
言
っ
て
も
過
言
で
な

い
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
ご

健
勝
で
明
る
い
話
題
の
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か

ら
当
女
性
会
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
の
第
10
回
記
念
大
会

開
催
に
当
た
り
、
参
加
者
の
皆

様
や
各
事
業
所
の
皆
様
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
大
会
で
は
収
益
金
を
基
に
、

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
ベ

ン
チ
を
寄
贈
し
、
境
港
市
か
ら

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
プ

ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
年
２
回
、

花
の
植
え
替
え
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
は
あ

り
ま
す
が
、
観
光
客
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
喜
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
陸
・
海
・
空
と
多
方
面
の
玄

関
口
に
恵
ま
れ
た
境
港
市
は
、

水
産
業
、
観
光
業
だ
け
で
な
く
、

建

設

業

部

会

部
会
長
　
足
　
立
　
收
　
平

（
㈱
平
設
計
代
表
取
締
役
）

教
育
文
化
面
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

次
々
と
ハ
ー
ド
面
の
充
実
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
す
ま
す

の
発
展
を
遂
げ
、
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。

　
一
方
、
ハ
ー
ド
面
が
整
え
ら

れ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
フ
ト

面
の
充
実
の
一
助
と
し
て
、
女

性
の
力
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
心
豊
か
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
女
性

な
ら
で
は
の
柔
軟
な
感
性
と
共

に
、
女
性
の
た
く
ま
し
さ
を
今

こ
そ
発
揮
し
て
、
地
元
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
会
員
が
お
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く

所
存
で
す
。
な
お
一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
輝
か
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
会
員
、

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
の
建
設
業
部

会
は
、
第
１
分
科
会
が
建
設
業

(

土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、

そ
の
他
建
設
関
連
工
事
業)

、

第
２
分
科
会
が
土
木
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
建
築
設
計
そ
の
他
建

設
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
の
２
つ
の

分
科
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
工
事
は
、
高
度
衛
生
管

理
型
漁
港
・
市
場
の
整
備
も
昨

年
２
号
上
屋
が
完
成
し
ま
し

た
。
現
在
、
５
号
上
屋
の
工
事

中
で
、
７
号
上
屋
は
今
年
度
着

工
し
ま
す
。
全
体
事
業
の
完
成

は
、
２
０
２
４(

令
和
６)

年
度

の
予
定
で
す
。

　
昨
年
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

わ
た
り
保
育
園
ほ
か
２
保
育
園

の
新
築
・
改
修
、
市
営
住
宅
の

建
て
替
え
、
エ
コ
改
修
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
公
園
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前

公
園
の
整
備
、
公
共
マ
リ
ー
ナ

の
拡
張
、
港
湾
改
修
等
々
も
あ

り
ま
す
。
衛
生
環
境
改
善
に
向

け
、
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
も
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
で

し
ょ
う
。
境
港
市
の
課
題
で
あ

る
誠
道
小
学
校
の
跡
地
利
用
の

検
討
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
道
路
網
の
整
備
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
米
子
道
か
ら
の
高
速
道

路
を
県
、
市
と
共
に
国
に
対
し

て
陳
情
し
、
早
期
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
民
間
の
設
備
投
資

も
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
の
住
環
境
の
整
備
に
関
し

て
も
官
民
一
体
で
取
り
組
み
ま

す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
経
済

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
下
で
行
動
制
限
の
緩

和
な
ど
に
よ
り
、
緩
や
か
に
持

ち
直
す
一
方
、
物
価
高
が
企
業

や
家
計
に
影
響
を
与
え
た
1
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
米
国
を
中
心
と
す
る
金
融
引

き
締
め
に
伴
う
世
界
経
済
の
緩

や
か
な
減
速
と
、
為
替
相
場
の

円
安
傾
向
が
下
押
し
圧
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
７
―

９
月
期
の
国
内
総
生
産
額(

実

質
・
1
次
速
報
値)

は
、
前
期

比
年
率
マ
イ
ナ
ス
１
・
２
㌫
と

４
四
半
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
へ

転
じ
ま
し
た
。

　
他
方
、
足
元
の
山
陰
経
済
の

動
向
は
、
投
資
活
動
や
生
産
活

動
の
一
部
に
停
滞
感
が
あ
る
も

の
の
、
個
人
消
費
に
上
向
き
の

動
き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
総
じ

て
持
ち
直
し
の
動
き
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
に
つ
い
て
は
、
海
外
要

因
に
伴
う
物
価
上
昇
や
供
給
面

の
制
約
な
ど
の
影
響
が
あ
る
も

の
の
、
経
済
活
動
の
正
常
化
か

ら
当
面
、
個
人
消
費
を
中
心
に

緩
や
か
な
持
ち
直
し
基
調
が
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
円
安
、
物
価
高
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
が
企
業
業
績
の
下

押
し
圧
力
と
な
る
中
、
日
本
国

内
で
は
企
業
の
後
継
者
不
在
も

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
継
続
、
雇
用
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
部
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

行
政
、
金
融
機
関
な
ど
と
も
連

携
し
な
が
ら
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
年
も
旧
倍
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

中
国
の
台
湾
問
題
、
米
中
対
立

関
係
、
自
由
主
義
国
か
ら
の
ロ

シ
ア
へ
の
制
裁
問
題
な
ど
、
国

際
情
勢
が
不
安
定
の
ま
ま
で
あ

り
、
先
行
き
が
全
く
不
透
明
な

状
況
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
市
は
本
年
、
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
復
活
来
航
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

第
８
波
で
感
染
者
が
再
び
増
加

し
て
い
る
状
況
で
は
、
ど
こ
ま

で
消
費
が
見
込
め
る
の
か
不
明

で
す
。
皆
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
心

掛
け
、
拡
大
防
止
に
努
め
て
、

何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
し
か
な

い
よ
う
で
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　境港商工会議所は「知財無
料相談会」を毎月１回、第２水
曜日に開催しています。
　最近、社名や商品名などの
商標に関するトラブルが頻発し
ています。自社の商標を侵害さ
れている場合や、長年使ってい
た自社商品の名前が他社の商
標に抵触していた場合など、問
題が生じることも珍しくありま
せん。
　こうした知的所有権につい
ての調査や特許・商標・意匠な
ど、様々な相談に専門の相談
員が応じます(秘密厳守)。
　同相談会１月のあらましは、
次の通りです。 
日　時　１月11日㈬　午後１

時～４時
場　所　境港商工会議所・相

談室(境港市上道町)
相談員　知財コーディネーター

(ＩＮＰＩＴ鳥取県知
財総合支援窓口から
派遣)

　詳しくは、境港商工会議所
相談課(☎︎44－１１１１)へ。

１月は11日に開催

知財無料相談会
ー 境港商議所 ー
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ち
ょ
っ
と拝 見

境港さかな
セ ン タ ー

松
葉
ガ
ニ
や
魚 

豊
富
な
品
揃
え

25
周
年
の
海
産
物
販
売
所

　
境
港
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
㈱(

竹
内
団
地
、
渡
邉
昭
美
社
長)

は
夢
み
な
と
博
の
跡
地
に
出
店
し
て
、
こ
と
し
25
周
年
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に

登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
９

９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
海
産

物
や
山
陰
の
銘
菓
を
取
り
扱

う
販
売
所
で
す
。
活
気
あ
ふ

れ
る
６
つ
の
専
門
店
が
そ
れ

ぞ
れ
季
節
折
々
の
鮮
魚
や
カ

ニ
、
干
物
な
ど
、
特
色
あ
る

品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
や
は
り
、
松

葉
ガ
ニ
が
中
心
で
す
が
、
ブ

ラ
ン
ド
価
値
の
高
い
赤
タ
グ

に
こ
だ
わ
る
店
舗
も
あ
れ
ば
、

買
い
求
め
や
す
い
青
タ
グ
付

き
を
揃
え
て
い
る
店
も
あ
り

ま
す
。
松
葉
ガ
ニ
を
水
槽
で

常
時
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
店

舗
も
あ
り
、
カ
ニ
刺
し
な
ど

で
新
鮮
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
コ
ウ
や
バ
バ

チ
ャ
ン
な
ど
、
冬
に
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
珍
味
も
店
頭
に

並
ぶ
時
も
。
さ
ら
に
、
干
物

も
名
物
で
す
。
干
し
カ
レ
イ
、

ハ
タ
ハ
タ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な

ど
が
あ
り
、
各
店
で
味
を
競

っ
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
ど
の
店

舗
も
魚
の
下
処
理
が
で
き
る

こ
と
。
魚
を
さ
ば
い
た
り
、

ウ
ロ
コ
や
内
臓
を
と
っ
た
り

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
㈱
さ
か
い
み
な

と
貿
易
セ
ン
タ
ー(

竹
内

団
地
、堀
田
收
社
長)

の

黒
見
泰
之
専
務
取
締
役
に

伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 16

地域の第３セクター
さかいみなと貿易センター

頃

と
、
何
か
と
手
の
か
か
る
魚

料
理
で
す
が
、
店
員
さ
ん
に

頼
め
ば
、
調
理
し
や
す
い
形

に
し
て
く
れ
ま
す
。
通
路
に

は
水
漏
れ
し
な
い
よ
う
な
床

材
を
使
い
、
清
潔
第
一
に
し

て
い
ま
す
。

　
併
設
の
お
食
事
処 

美
な

と
亭
は
、
店
内
で
購
入
し
た

鮮
魚
や
カ
ニ
の
持
ち
込
み
調

理
も
可
能(

有
料)

で
す
。
美

し
い
大
山
や
美
保
湾
の
絶
景

は
ほ
か
に
な
い
魅
力
。
食
事

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
喫
茶

利
用
で
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
、
食

堂
か
ら
ゆ
っ
く
り
見
れ
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の

松
本
い
づ
み
さ
ん
は
「
こ
と

し
、
オ
ー
プ
ン
25
年
を
迎
え

ま
す
。
ひ
と
え
に
地
元
の
皆

様
や
お
客
様
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
寒
い
時
期

な
の
で
、
カ
ニ
な
ど
の
鍋
を

囲
ん
で
、
楽
し
い
家
族
の
夕

食
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

(

☎
45
―
１
１
１
１)

ま
で
。

　
境
港
が
漁
獲
量
で
５
年
連

続
日
本
一(

１
９
９
２
～
１

９
９
６
年)

を
獲
得
し
、
街

が
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
時

代
に
、
当
社
の
設
立
は
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
初
頭
、
日

本
の
大
幅
な
貿
易
黒
字
を
背

景
に
し
た
日
米
構
造
協
議
を

踏
ま
え
、
１
９
９
２(

平
成

４)

年
か
ら
「
Ｆ
Ａ
Ｚ
法(

輸

入
の
促
進
と
対
内
投
資
事
業

の
円
滑
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法)

」
に
基
づ
い
て
、
国

策
と
し
て
輸
入
促
進
地
域
が

国
内
に
22
カ
所
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
境
港
地
域
は
そ
の
中
の
一

つ
で
あ
り
、
当
社
は
「
Ｆ
Ａ

Ｚ
計
画
」
に
沿
っ
て
輸
入
促

進
の
基
盤
整
備
の
た
め
、
１

９
９
５(

平
成
７)

年
10
月
、

鳥
取
県
を
は
じ
め
と
す
る
周

辺
の
行
政
機
関
、
民
間
企
業

の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
設
立
さ
れ
た
第

三
セ
ク
タ
ー
で
す
。

　
当
時
、
鳥
取
県
で
は
「
環

日
本
海
経
済
圏
」
と
い
う
構

想
を
掲
げ
て
お
り
、
当
社
も

「
環
日
本
海
時
代
に
お
け
る

西
日
本
の
貿
易
・
交
流
拠
点

と
し
て
境
港
地
域
を
整
備
す

る
」
と
い
う
目
的
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
当
社
が
創
業
す
る
前
年
の

１
９
９
７(
平
成
９)

年
に

開
催
さ
れ
た
「
山
陰
・
夢
み

な
と
博
覧
会
」
が
、
環
日
本

海
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
設
立
か
ら
２
年
半
後
、
輸

入
関
連
イ
ン
フ
ラ
「
冷
蔵
倉

庫
２
棟
、普
通
倉
庫
１
棟(

竹

内
団
地
内)

、
オ
フ
ィ
ス
８

室
、
輸
入
品
物
販
ス
ペ
ー
ス
、

輸
入
関
連
展
示
ス
ペ
ー
ス

(
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

」
を

整
備
し
、
各
々
を
賃
貸
施
設

と
し
て
１
９
９
８(

平
成
10)

年
４
月
に
創
業
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
賃
貸
施
設
の
管

理
運
営
だ
け
で
な
く
、
海
外

取
引
を
す
る
皆
さ
ん
へ
の
貿

易
サ
ポ
ー
ト
業
務
も
あ
り
、

鳥
取
県
の
貿
易
支
援
機
関
の

一
員
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｆ
Ａ
Ｚ
法
は
２

０
０
６
年
に
失
効
し
、
輸

入
物
販
・
展
示
ス
ペ
ー
ス

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
他
施
設
の
利
用
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
事
業

を
継
続
し
、
現
在
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
、
利

用
者
の
皆
様
、
そ
し
て
株

主
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
で
創
業
25
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
三
セ
ク
と
し
て
、

周
辺
地
域
振
興
の
た
め
に

尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
　
　
　
　
　（
談
）

専門家を派遣
　境港商工会議所
は、無料で市内事
業者に専門家を派
遣しています。
　詳しくは、境港
商工会議所相談課
(☎44-1111)へ｡

　
境
港
商
工
会
議
所
の
副
会

頭
で
税税
松
本
会
計
事
務
所

所
長
の
松
本
正
福
氏
は
、
広

島
国
税
局
長
納
税
表
彰
を
受

賞
。
11
月
９
日
に
広
島
で
表

彰
式
が
あ
り
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た

り
、
境
港
青
色
申
告
会
の
役

員
と
し
て
、
常
に
率
先
し
て

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展

と
税
知
識
の
普
及
に
努
め
、

納
税
道
義
の
高
揚
に
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
た

も
の
。

　
広
島
国
税
局
長
表
彰
は
、

中
国
地
方
全
体
で
26
人
が
受

賞
。
鳥
取
県
内
で
は
２
人
で

し
た
。

　
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部

は
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基

地
協
力
会(

奥
森
清
会
長)

に
統
合
幕
僚
長
感
謝
状
を

贈
呈
。
昨
年

11
月
18
日
、

奥
森
会
長
が

統
合
幕
僚
監

部(

東
京
都

新
宿
区
市
ヶ

谷)

で
統
合

幕
僚
長
の
山

崎
幸
二
陸
将

か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
感
謝
状
は
同
協
力

会
が
、
か
ね
て
我
が
国
の
防

衛
と
自
衛
隊
の
任
務
の
重
要

性
に
深
い
理
解
を
示
し
、
自

衛
隊
の
部
隊
の
行
動
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
評

価
さ
れ
た
も
の
。

　
感
謝
状
は
、
防
衛
基
盤

の
育
成
に
貢
献
し
た
５
団

体
・
個
人
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

美保基地協力会が受賞

統合幕僚長感謝状

防衛基盤育成に貢献

広島国税
局長表彰

松
本
正
福
副
会
頭
が
受
賞

納
税
道
義
の
高
揚
に
尽
力

店員に相談しながら買い物をする地元客

山崎幸二統合幕僚長（左）とともに
感謝状を手にする奥森清会長

みなと温泉
ほのかみ

お食事処 美なと亭

境港
さかなセンター

同社の開業などを祝うセレモニー

6
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名誉会頭

足立統一郎足立統一郎
会　　頭

堀 田 　 收堀 田 　 收
堀 田 石 油 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

池口由紀彦池口由紀彦
米子空港ビル㈱
代表取締役社長

常 議 員

門 永 幹 朗門 永 幹 朗
㈱ 門 永 水 産
代表取締役社長

常 議 員

岡 空 晴 夫岡 空 晴 夫
千代むすび酒造㈱
代表取締役社長

常 議 員

角 田 祐 道角 田 祐 道
ＮＸ境港海陸㈱
代表取締役社長

常 議 員

門永康一郎門永康一郎
㈱ 昭 和 船 具 店
代表取締役

常 議 員

岩 田 慎 介岩 田 慎 介
㈱ 福　　　栄
取締役会長

常 議 員

前 橋 知 之前 橋 知 之
共和水産㈱

代表取締役社長執行役員

監　事

中西健一郎中西健一郎
㈲中西一郎商店
代表取締役社長

常 議 員

川 端 　 収川 端 　 収
㈱カワバタ印刷
代表取締役社長

常 議 員

越 河 彰 統越 河 彰 統
日本海冷凍魚㈱
代表取締役社長

常 議 員

友 田 　 博友 田 　 博
友田セーリング㈱
代表取締役社長

常 議 員

津 田 純 司津 田 純 司
㈱山陰合同銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

高 瀬 裕 章高 瀬 裕 章
㈱鳥取銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

庄 司 尚 史庄 司 尚 史
㈾ 第 弐 商 会
代表社員社長

常 議 員

足 立 收 平足 立 收 平
㈱ 平 設 計
代表取締役

議　員

池 田 太 一池 田 太 一
㈱ リ ン ク ス
代表取締役社長

副 会 頭

松 本 正 福松 本 正 福
(税) 松本会計事務所

代表社員

常 議 員

森 脇 哲 雄森 脇 哲 雄
大　　　幸 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

山 本 一 徳山 本 一 徳
㈱大　　　新
代表取締役社長

常 議 員

松 本 　 正松 本 　 正
境 港 土 建 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

三 輪 陽 通三 輪 陽 通
三光ホールディングス㈱
代表取締役CEO

議　員

足 立 　 祥足 立 　 祥
足 立 燃 料 ㈲
代表取締役社長

常 議 員

木 下 辰 男木 下 辰 男
㈱ 木 下 建 設
代表取締役社長

常 議 員

木村美樹雄木村美樹雄
㈱海産物のきむらや
代表取締役社長

常 議 員

小 板 　 裕小 板 　 裕
サンスイ土地建物㈱

会　　長

議　員

板 倉 一 晃板 倉 一 晃
㈲ 板 倉 博 商 店
代表取締役社長

議　員

遠 藤 健 司遠 藤 健 司
㈱ケンズホーム
代表取締役

議　員

上 野 　 慶上 野 　 慶
㈱ 上 野 水 産
代表取締役社長

議　員

喜多村　実喜多村　実
㈲ 北 陽 水 産
代表取締役

監　事

岡 田 昭 夫岡 田 昭 夫
㈲ 岡 田 商 店
代表取締役会長

議　員

岡 田 輝 昭岡 田 輝 昭
㈱ 岡 田 商 店
代表取締役社長

議　員

岩 崎 誠 司岩 崎 誠 司
ＮＸ境港物流㈱
代表取締役社長

常 議 員

岩 木 佑 二岩 木 佑 二
㈲ 末 広 ド ラ イ
代表取締役会長

議　員

杉 本 真 吾杉 本 真 吾
㈱ 港 タ ク シ ー
代表取締役社長

常 議 員

上 田 裕 子上 田 裕 子
ま る か 商 事 ㈱
代表取締役

議　員

川 口 利 之川 口 利 之
㈲ 川 口 商 店
代表取締役

議　員

黒 見 泰 之黒 見 泰 之
㈱さかいみなと貿易センター

専務取締役

議　員

小 倉 雅 司小 倉 雅 司
㈲小倉水産食品
代表取締役社長

議　員

酒 井 　 英酒 井 　 英
㈱ 酒 井 商 店
代表取締役

監　事

山 本 博 敏山 本 博 敏
山本博敏税理士事務所

所　　長

境港商工会議所役員・議員一同

2023年 卯年

議　員

篠 田 佳 夫篠 田 佳 夫
マルコフーズ㈱
代表取締役社長

議　員

島 谷 憲 司島 谷 憲 司
㈱ 島 谷 水 産
代表取締役社長

常 議 員

黒 川 勝 則黒 川 勝 則
山陰アシックス工業㈱
代表取締役社長

常 議 員

廣 瀨 信 彦廣 瀨 信 彦
鳥 取 缶 詰 ㈱
代表取締役

議　員

杉 山 孝 志杉 山 孝 志
㈲ 杉 山 実 業
代表取締役

議　員

竹 下 　 朗竹 下 　 朗
弓 ケ 浜 水 産 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

石 橋 　 久石 橋 　 久
境 港 魚 市 場 ㈱
代表取締役社長

議　員

北 野 　 司北 野 　 司
㈲北野建築工業
代表取締役社長

議　員

木 村 光 哉木 村 光 哉
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役社長

議　員

熊 谷 主 拡熊 谷 主 拡
㈲橋本工業所
代表取締役

議　員

竹 中 弘 治竹 中 弘 治
北 陽 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

又 賀 航 一又 賀 航 一
㈱ 日　　　新
代表取締役社長

常 議 員

山 﨑 慎 也山 﨑 慎 也
㈱ や ま さ き
代表取締役社長

議　員

浦 川 英 敏浦 川 英 敏
㈱あおい総合設計

代表取締役

議　員

片 岡 敏 一片 岡 敏 一
㈱ カ タ セ イ
代表取締役社長

議　員

田 中 幸 雄田 中 幸 雄
㈱ タ ナ カ 技 建
代表取締役
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議　員

中 田 耕 治中 田 耕 治
㈲中田石材工作所

代表取締役

議　員

堀 江 則 夫堀 江 則 夫
大　　 海 ㈱

取締役部長

議　員

宮 永 誠 治宮 永 誠 治
㈱ 葬　　　仙
代表取締役社長

議　員

山 根 宏 典山 根 宏 典
㈱ ヤ マ ネ 産 機
代表取締役社長

議　員

平 田 阜 士平 田 阜 士
㈱ 平 田 組

代表取締役

議　員

森 脇 尊 昭森 脇 尊 昭
㈲ 森 脇 自 動 車

代表取締役

境港商工会議所
女性会会長

岡 空 京 子岡 空 京 子
千代むすび酒造㈱

会頭指名議員

舞 立 嘉 之舞 立 嘉 之
田 中 窯 業 ㈲
代表取締役会長

会頭指名議員

福 谷 典 久福 谷 典 久
海 上 石 油 ㈲

代表取締役

境港フィッシュ（FISH）大使

足 立 倫 行足 立 倫 行

ノンフィクション作家

境港フィッシュ（FISH）大使

寺 井 尚 子寺 井 尚 子

ジャズ・ヴァイオリニスト

境港フィッシュ（FISH）大使

日 野 皓 正日 野 皓 正

ジャズ・トランぺッター

境港フィッシュ（FISH）大使

山 本 洋 子山 本 洋 子

日本酒と食のジャーナリスト

境港フィッシュ（FISH）大使

あらき ゆうこあらき ゆうこ

ドラマー

境港フィッシュ（FISH）大使

上 田 勝 彦上 田 勝 彦
㈱ ウ エ カ ツ 水 産
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

垣 添 直 也垣 添 直 也
東 京 海 洋 大 学

理　　事

境港フィッシュ（FISH）大使

二 宮 　 祐二 宮 　 祐

インド ムンバイ在住

境港フィッシュ（FISH）大使

西 尾 進 路西 尾 進 路
ENEOSホールディングス㈱

名 誉 顧 問

境港フィッシュ（FISH）大使

原 　 一 郎原 　 一 郎
水 産 大 学 校

名 誉 教 授

境港フィッシュ（FISH）大使

小 鉄 和 広小 鉄 和 広
㈲ 東 京 オ ペ ラ
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

T O K UT O K U
ヴォーカリスト＆

フリューゲルホーン
プレーヤー

境港フィッシュ（FISH）大使

柏 木 雅 浩柏 木 雅 浩
元・㈱グラフィック プロダクツ

代表取締役COO

議　員

赫 　 太 郎赫 　 太 郎
甲陽ケミカル㈱境港工場

代表取締役会長

会頭指名議員

谷 村 俊 治谷 村 俊 治
アクサ生命保険㈱米子営業所

所　　長

会頭指名議員

佐田山 一成佐田山 一成
㈲ 大 成 商 事
代表取締役社長

会頭指名議員

濱 野 政 和濱 野 政 和
味 処 美 佐 同

代表社員

会頭指名議員

木 村 俊 明木 村 俊 明
㈲ 三 共 物 流 運 輸

取締役社長

議　員

廣 江 　 晃廣 江 　 晃
（福）こうほうえん

理 事 長

議　員

吉 岡 俊 介吉 岡 俊 介
㈱ オ ー ク
代表取締役社長

議　員

秦 野 博 行秦 野 博 行
東亜青果㈱境港青果市場

代表取締役社長

会頭指名議員

森 脇 照 夫森 脇 照 夫
中国電力ネットワーク㈱  米子ネットワークセンター

所　　長

議　員

森 脇 　 寛森 脇 　 寛
境港センター冷蔵㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

鶴 木 俊 文鶴 木 俊 文
㈱中海テレビ放送

専務取締役総務部長

議　員

山 口 尚 文山 口 尚 文
山 進 運 輸 ㈱

代表取締役

議　員

吉 川 真 一吉 川 真 一
中 浦 食 品 ㈱

常務執行役員

議　員

渡 邉 　 昇渡 邉 　 昇
㈱ ワ タ ナ ベ

代表取締役

議　員

濱 　 浩 二濱 　 浩 二
山 陰 化 成 工 業 ㈱
代表取締役社長

議　員

濱 田 正 道濱 田 正 道
㈱ シ ン セ イ
代表取締役会長

議　員

廣 瀨 康 彦廣 瀨 康 彦
㈱ 大 昇 食 品

代表取締役

会頭指名議員

松 井 尚 成松 井 尚 成
㈲ 渡　　　部
代表取締役社長

議　員

日 野 良 太日 野 良 太
㈱さんれい製造境港工場

工　場　長

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

境港フィッシュ（FISH）大使

渡 辺 博 道渡 辺 博 道

衆議院議員

参　与

増 谷 立 夫増 谷 立 夫
㈲増谷慶一郎薬局

代表取締役

参　与

岡 田 　 端岡 田 　 端
㈱ 岡 田 商 店
元・取締役会長

参　与

奥 森 　 清奥 森 　 清
新 和 産 業 ㈱
代表取締役社長

参　与

木 村 正 明木 村 正 明
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役会長

議　員

松 下 美 智 弘松 下 美 智 弘
境 港 魚 凾 ㈱

常務取締役

会頭指名議員

金 田 孝 成金 田 孝 成
カ ネ ッ ク ス ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

澤 井 　 聡澤 井 　 聡
㈱ 澤 井 珈 琲

取締役経営企画室長

議　員

中 木 啓 文中 木 啓 文
米子信用金庫境港支店

支　店　長

議　員

藤 原 　 誠藤 原 　 誠
ＮＸ日本海ポートサービス㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

田 邊 　 亮田 邊 　 亮
福 境 港 福 祉 会

理 事 長

議　員

野 津 健 市野 津 健 市
美 保 テ ク ノ ス ㈱
代表取締役社長

議　員

三 輪 昌 輝三 輪 昌 輝
三　　 光 ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

角 谷 直 樹角 谷 直 樹
㈱ 角 屋 食 品

代表取締役

会頭指名議員

柴 田 秀 信柴 田 秀 信
同境港エネルギーパワー

社長(職務執行者）

本年もよろしくお願い申し上げます

境港商工会議所
専務理事 柏木祥二
事務局長 庄司　亨
スタッフ一同

迎
春
2023

境港フィッシュ（FISH）大使

林 家 た い 平林 家 た い 平

落 語 家

議　員

森 脇 章 次森 脇 章 次
㈱島根銀行境支店

支　店　長
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ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

謹
ん
で
新
春
の

 

お
慶
び
を

  

申
し
上
げ
ま
す
。

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災あいおい生命保険㈱
日本アニマル倶楽部  ペット保険

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/
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体　　験
レポート
体　　験
レポート

工
夫
と
こ
だ
わ
り
の
図
書
館

誰
も
が
楽
し
め
る
空
間
に

　

昨
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
境
港
市
民
図

書
館(

上
道
町
、嘉
賀
收
司
館
長)

。市
が
運
営
す
る
図
書
館
は

一
般
的
に
は
市
立
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
が
、「
市
民
の
た
め
の

場
所
で
あ
り
た
い
」と
の
思
い
か
ら「
市
民
図
書
館
」と
い
う

名
が
付
い
て
い
ま
す
。今
回
、図
書
館
司
書
の
景
川
里
沙
さ

ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、同
館
を
体
験
し
ま
し
た
。

絵本を紹介する景川里沙さん

　
同
館
に
は
海
・
魚
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
健
康
、
子
育
て
、
防

災
な
ど
、
様
々
な
本
を
取
り

扱
う
「
一
般
図
書
コ
ー
ナ

ー
」、
境
港
市
の
歴
史
や
文

化
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
作

品
を
取
り
扱
う
「
郷
土
資
料

コ
ー
ナ
ー
」、
絵
本
や
児
童

書
が
あ
る
「
こ
ど
も
図
書
コ

ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
県
や
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
音
楽
や
映
像

作
品
な
ど
を
含
め
て
、
全
部

で
約
14
万
点
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
入
口
と
館
内
に
は

季
節
に
合
わ
せ
た
書
籍
や
新

し
い
本
を
紹
介
す
る
展
示
台

が
あ
り
、
毎
月
内
容
が
変
わ

る
た
め
、
新
し
い
発
見
を
楽

し
め
ま
す
。

　
同
館
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
機
に
車
い
す
の
皆
さ
ん

な
ど
、
誰
も
が
本
を
取
り
や

す
く
な
る
よ
う
本
棚
の
高
さ

を
低
く
し
ま
し
た
。
最
適
の

高
さ
に
な
る
よ
う
何
度
も
協

議
を
重
ね
た
工
夫
と
利
用
者

の
皆
さ
ん
へ
の
思
い
が
詰
ま

っ
た
本
棚
で
す
。

　
ま
た
、
勉
強
や
仕
事
の
で

き
る
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
・
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
と
親
子

で
一
緒
に
過
ご
せ
る
「
こ
ど

も
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
の
位
置

を
離
し
て
配
置
。
勉
強
や
仕

事
に
集
中
で
き
る
空
間
と
親

子
で
声
を
出
し
て
絵
本
を
楽

し
め
る
空
間
が
で
き
ま
し
た
。

　「
誰
も
が
気
に
せ
ず
、
気

軽
に
楽
し
め
る
空
間
を
作
り

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
で

き
た
、
こ
だ
わ
り
の
図
書
館

な
の
で
す
。

　
景
川
さ
ん
が
「
毎
月
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
英
語
の

多
読
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、『
読
書
の
あ
し
あ
と
』

と
い
う
借
り
た
本
を
記
録
で

き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
通
帳
が

あ
り
ま
す
。
記
録
を
見
返
す

と
面
白
い
で
す
よ
。
こ
れ
も

使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
館
は
１
月
４
日
か
ら
、

司
書
の
選
ん
だ
３
冊
が
入
っ

た
恒
例
の
「
本
の
福
袋
」
の

貸
し
出
し
を
始
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
向
け
と
大
人
向
け
が

あ
り
、
ど
ん
な
本
が
入
っ
て

い
る
の
か
は
、
借
り
て
か
ら

の
お
楽
し
み
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
館(

☎
47

―
１
０
９
９)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

― 境港水産振興協会 ―

ただいま受験者募集中

さかなの達人検定２月5日

　
境
港
の
さ
か
な
に
関
す
る

知
識
を
検
定
で
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　(

一
社)

境
港
水
産
振
興

協
会
は
２
月
５
日
に
「
境
港

さ
か
な
の
達
人
検
定
」
を
実

施
し
ま
す
。
同
検
定
は
、
初

級
レ
ベ
ル
の
「
達
人
」
検
定
、

上
級
レ
ベ
ル
の
「
ス
ー
パ
ー

達
人
」
検
定
の
２
コ
ー
ス
で
、

合
格
者
は
同
協
会
が
「
さ
か

な
の
達
人
」
と
し
て
認
定
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

　
魚
に
興
味
の
あ
る
お
子
様

か
ら
水
産
業
に
関
わ
る
知
識

豊
富
な
プ
ロ
ま
で
、
魚
食
普

及
の
広
告
塔
と
し
て
境
港
の

水
産
を
盛
り
上

げ
る
「
境
港
さ
か

な
の
達
人
」
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

　
初
級
レ
ベ
ル

の
問
題
は
、
検
定

用
冊
子
か
ら
の

出
題
に
な
り
、水
産
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人
の
入
門
編
と

し
て
お
ス
ス
メ
で
す
。
ま
た
、

上
級
レ
ベ
ル
は
水
産
に
関
わ

る
知
識
全
般
か
ら
の
出
題
と

な
り
、
か
な
り
難
易
度
の
高

い
問
題
も
あ
る
の
で
腕
試
し

に
最
適
で
す
。

　
受
験
者
全
員
に
も
れ
な
く

当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時 

２
月
５
日
㈰
　
午
前

11
時
～
正
午

受
験
資
格 

小
学
生
以
上
で
、

境
港
の
魚
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

会
場 

境
港
商
工
会
議
所 

３

階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道

町
３
０
０
２)

受
験
料
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

冊
子
代
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

※
冊
子
の
み
購
入
の

場
合
は
、
別
途
送
料
３
０
０

円
が
必
要
で
す

申
込
期
限
　
１
月
20
日
㈮

　
申
込
方
法
な
ど
、 

詳
し
く

は
同
協
会(

☎
44
―
６
６
６

８)

へ
。産業振興功労知事表彰

境港商議所 前・常議員

木村隆之氏が受賞

　
木
村
隆
之
氏(

㈱
海
産
物

の
き
む
ら
や
・
代
表
取
締
役

会
長
、
境
港
商
工
会
議
所
・

前
常
議
員)

は
、
鳥
取
県
産

業
振
興
功
労
知
事
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
木
村
氏
の
当

商
工
会
議
所
の
常
議
員
歴
は

18
年
で
、
長
年
に
わ
た
り
商

工
会
議
所
活
動
を
通
じ
て
地

域
経
済
の
発
展
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
10
月
26
日
に
表
彰
式
が
あ

り
、
木
村
氏
の
ほ
か
県
内
３

商
工
団
体
の
３
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

検定の説明をする同協
会の江尻敏美専務理事

　

境
港
総
合
技
術
高
校(

竹
内
町)

の
食
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
は

「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
２
」

((

一
社)

全
国
道
文
化
交
流
機
構
主
催)

で
最
優
秀
賞
を
獲
得
。

昨
年
12
月
23
日
、伊
達
憲
太
郎・境
港
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
機
構
は
、
全
国
の
高
校

生
が
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｈ(

地
域
の
課
題
魚)

を
利

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
詰
を

開
発
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
２
」
を
実
施
。
55
校

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
予
選
を

突
破
し
た
10
の
チ
ー
ム
に
よ

る
決
勝
大
会
を
昨
年
10
月
10

日
に
行
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
同

校
の
缶
詰
は
「
境
港
天
然
本

マ
グ
ロ
の
ほ
ー
る
も
ん
煮
込

み
」。
缶
詰
の
完
成
度
や
地

域
と
の
連
携
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
境
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
内
臓
は
飼
料

や
肥
料
と
な
り
、
食
用
に
は

利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
同

校
生
徒
は
、
こ
の
現
状
を
見

て
、
課
題
魚
の
テ
ー

マ
を
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

内
臓
と
決
め
ま
し
た
。

　
比
較
的
調
理
の
し

や
す
い
胃
袋
に
絞
り

込
み
、
地
元
の
料

理
店
の
協
力
を
得
て
、

ニ
ン
ジ
ン
、
大
根
、

こ
ん
に
ゃ
く
を
加
え

た
具
に
、
か
つ
お
だ

し
や
焼
き
肉
の
た
れ
、

酒
を
入
れ
て
製
作
し

ま
し
た
。

　
缶
詰
の
名
前
と
な
っ
て
い

る
「
ほ
ー
る
も
ん
」
は
、
胃

袋
を
一
時
処
理
し
た
も
の
を

指
し
、
ホ
ル
モ
ン
と
「
ほ
お

る(

捨
て
る)

も
の
」
を
か
け

合
わ
せ
た
造
語
と
の
こ
と
。

焼
き
う
ど
ん
や
ド
リ
ア
な
ど

に
も
応
用
で
き
ま
す
。

　
同
缶
詰
は
、
島
根
県
浜
田

市
の
㈱
シ
ー
ラ
イ
フ
に
製
造

を
委
託
。
１
０
０
０
缶
限
定

で
、
１
月
初
旬
ま
で
境
港
市

内
の
店
舗
で
販
売
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
校
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境
港
総
合

技
術
高
校
」
で
検
索)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

伊達市長（中央）に報告した同校生徒

クロマグロの胃袋で缶詰開発

境港総合技術高校が最優秀賞獲得
LOCAL FISH CANグランプリ
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■本　社
〒683－0805 米子市西福原9-19-15
TEL（0859）35－6560 FAX（0859）35－6599
E-mail:yosinsei@orange.ocn.ne.jp

■境港出張所
〒684－0071 境港市外江町2262-1
TEL（0859）30－4750
FAX（0859）30－4765

審査登録済
ISO　9001
ISO 14001

給排水衛生設備
空調換気設備 設計・施工・管理
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株式会社 シンセイ株式会社 シンセイ

•
•
•
•
•
•
•
•

― 清水塗工 ―

ＳＤＧｓ境港企業の取り組み シリーズ⑰

塗装工事でまちづくりに貢献
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
境
港
市
内
の

企
業
が
登
場
。
今
回
は
、
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
に
な
っ
て
い
る
㈲
清
水
塗
工(

上
道
町
、
清
水
友と

も

良よ
し

社

長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
１
９
５

４(

昭
和
29)

年
に

塗
装
工
事
を
行
う
会

社
と
し
て
創
業
し
ま

し
た
。
創
業
以
来
、

塗
装
工
事
を
通
じ
て

明
る
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
建
築

物
や
橋
梁
な
ど
の
塗

り
替
え
工
事
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
寿
命
化

を
図
り
、
資
源
の
浪

費
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
遮し

ゃ

熱ね
つ

塗
装(

建
物

が
熱
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
塗
装)

を
心
が
け
、
長
寿

命
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
可
能
な
限
り
、
水
性

塗
料
を
使
い
、
周
辺
地
域
の

健
康
や
環
境
に
も
配
慮
。
従

業
員
の
塗
装
技
術
の
習
熟
も

促
し
、
働
き
が
い
の
あ
る
仕

事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

ゴ
ー
ル
11
「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」、
ゴ
ー

ル
８
「
働
き
が
い
も
経
済
成

長
も
」、
ゴ
ー
ル
９
「
産
業

と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ

う
」、
ゴ
ー
ル
12
「
つ
く
る

責
任
つ
か
う
責
任
」
に
該
当

し
ま
す
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
上
野
水
産(

昭
和

町
、
上
野
慶け

い

社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
業

務
用
の
商
品
が
メ
イ
ン
商

材
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
取
引
先
の
需
要
が

激
減
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
社
の
元
岡
裕ひ

ろ

晃あ
き

工
場

長
は
「
直
接
消
費
者
に
届

け
る
商
品
を
作
り
た
い
と

の
思
い
で
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
、新
商
品
を
作
り
ま
し
た
」

と
「
至
福
の
一
杯 

紅
ず
わ
い

蟹
の
お
味
噌
汁
」
を
紹
介
。

　
発
案
者
は
、
同
社
の
竹
谷

彩
さ
ん
。
竹
谷
さ
ん
を
含
む

若
手
社
員
３
人
が
開
発
を
手

掛
け
て
第
1
弾
が
完
成
。
新

商
品
は
、
湯
を
か
け
る
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
味
噌
汁
1
杯

分
を
個
包
装
に
し
て
、
６
個

入
り
に
し
た
１
箱
で
す
。

　
命
名
に
は
、
専
門
店
や
料

亭
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
本

格
的
な
蟹
の
味
噌
汁
を
手
軽

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

　
味
噌
汁
の
ベ
ー
ス
に

は
、
カ
ニ
み
そ
を
贅
沢

に
60
㌫
使
用
し
、
小
西

本
店
の
錦
味
噌
と
配
合
。

錦
味
噌
の
上
品
な
味
わ

い
と
の
絶
妙
な
か
け
合

わ
せ
に
よ
っ
て
カ
ニ
み

そ
を
さ
ら
に
引
き
立
て
、

ま
ろ
や
か
で
濃
厚
な
味
わ
い

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
港
を
中
心
に
水

揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
で
厳
選
し

た
国
産
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
使
用
し
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
の

カ
ニ
身
は
独
自
製
法
の
「
蒸

す
」
技
術
で
、
カ
ニ
本
来
の

旨
み
や
食
感
を
損
な
う
こ

と
な
く
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。

　「
味
噌
玉(

手
作
り
の

味
噌
汁
の
素)

を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
提
案
し
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た

が
、
当
社
が
水
産
ま
つ
り

で
販
売
し
て
い
た
カ
ニ
汁

の
味
に
高
級
感
を
プ
ラ
ス

で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
竹
谷
さ
ん
。

　
同
商
品
は
当
面
、
同
社

の
通
販
サ
イ
ト
で
販
売
す

る
予
定
。
近
隣
の
店
舗
で

の
販
売
も
検
討
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
３
１
１
１)

へ
。

境港発商品

発見

紅
ず
わ
い
蟹

の
お
味
噌
汁

上
野
水
産

新商品を紹介する元岡裕晃工場長

　「
こ
れ
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
念
頭
に
置
い
て
仕
事

を
し
な
い
と
企
業
の
存
続
も

難
し
く
な
る
と
思
い
、
県
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
の
参
加

を
決
め
ま
し
た
」
と
き
っ
か

け
を
話
す
同
社
の
清
水
伸
之

介
専
務
取
締
役
。

１月28日からスタート

境港市健康まつり

依存症テーマの講演も

　
境
港
市
は
、
１
月
28
日
か

ら
２
月
10
日
ま
で
の
14
日
間
、

境
港
市
健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

　
内
容
は
講
演
会
、
作
品
展

示
、
バ
ザ
ー
、
健
康
相
談
な

ど
。
講
演
会
当
日
は
、
バ
ザ

ー
や
食
べ
物
の
販
売
、
作
品

展
示
も
実
施
し
ま
す
。

　
同
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　

1
月
28
日
㈯
～
２
月

10
日
㈮
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分(

土
・
日
曜
日
は

午
前
９
時
～
正
午)

場
所
　
境
港
市
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー(

境
港
市
上
道
町)

講
演
会(

要
予
約)

　
▽
日
時

＝
１
月
29
日
㈰ 

午
前
10
時

～
11
時
30
分
▽
定
員
＝
50
人

▽
テ
ー
マ
＝
知
っ
て
い
ま
す

か
？
依
存
症
～
家
族
や
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
～
▽
講
師

＝
田
中
紀
子
氏((

公
社)

ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題
を
考

え
る
会
代
表
）、
森
拓
氏(

米

子
病
院
精
神
科
医
師)

▽
会

場
＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

(

当
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

も
で
き
ま
す)

※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
で

内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合

あ
り

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予

約
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

市
健
康
推
進
課

(

☎
47
―
１
０

４
１)

へ
。

　
ま
た
「
そ
の
時
、
当
社
の

事
業
が
そ
の
ま
ま
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
に
該
当
す

る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
に
沿
っ
た
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
０
１
３
７)

ま
で
。

工場設備を塗装する同社スタッフ

　同店は、山陰を拠点に「炉端かば」などの飲食店を運営する「か
ばはうすホールディングス」が初めて手掛ける回転寿司店です。
　境水道沿いの「ＨＡＴＯＮＯＶＡ三光丸(相生町)」の中に店を構え
ており、境港で水揚げされた魚をはじめとした、新鮮なネタを取り
揃えています。また、醤油や緑茶なども地元の商品を使用するなど、
地産へのこだわりがあります。
　シャリには、回転寿司では珍しい
赤酢を使用。江戸前寿司で使われ
る赤酢は、同店が特に力を入れてい
るマグロに合わせたものです。
　来店するお客さんは、昼間は観光
客、夜は地元の皆さんが多いとのこ
と。同店の大庭崇

たか

雅
のり

店長は「回転寿
司で出てくるマグロでは、県内で一
番おいしいと言っていただくこともあ
ります」と話し、好評ぶりがうかが
えます。
　店内は６人掛けのボックス席が５
席、カウンター席７席のほか、テイク
アウトも可能です。
　最後に、大庭店長は「おいしいお寿司をぜひ食べに来てください」
と呼びかけました。
　詳しくは、同店(☎３０－２６６７)にお問い合わせください。

Part

63企業探訪企業探訪企業探訪
ＨＡＴＯＮＯＶＡ三光丸内で好調発進

― 鮨かば 境港波止場店 ―

新鮮なネタが自慢

　かばはうすホールディングス㈱(安来市、松田幸
こう

紀
き

社長)は、昨
年10月16日に漁港 回転寿司 鮨かば境港波止場店をオープンし
ました。今回の「企業探訪」は、同店に登場していただきます。

同店の前に立つ大庭崇雅店長
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
日
本
食
品
工
業
は
１
９
６

９
年
、
天
然
醸
造
醤
油
の
製

造
販
売
会
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
伝
統
的
な
自

然
調
味
料
を
家
庭
で
手
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら
…

と
の
思
い
で
、
創
業
の
４
年

後
に
誕
生
し
た
商
品
が
同
社

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
「
だ

し
の
素
」。

　
同
商
品
は
、
香
り･

旨
味･

コ
ク
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、

和･

洋･

中
、
ど
ん
な
料
理
も

お
い
し
く
仕
上
げ
る
万
能
タ

イ
プ
の
粉
末
だ
し
で
す
。

　
鹿
児
島
県
枕
崎
産
の
伝
統

製
法
で
丁
寧
に
作
ら
れ
る
鰹

節
に
、
昆
布
が
も
た
ら
す
天

然
の
旨
味
を
利
か
し
た
ク
セ

の
な
い
ま
ろ
や
か
さ
は
、
料

理
全
体
に
深
み
と
ふ
く
ら
み

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
厳
選
さ
れ
た
鰹
の
荒
節
を

自
社
で
焙ば

い

乾か
ん

し
た
後
に
粉
砕

し
て
サ
ラ
サ
ラ
に
し
、
削
り

た
て
の
新
鮮
な
風
味
の
ま
ま

パ
ッ
ケ
ー
ジ
。「
手
軽
で
お

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
日
本
食
品
工
業
㈱(

竹
内
町
、

中
西
和
夫
社
長)

の
「
だ
し
の
素
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

日
本
食
品
工
業

だ
し
の
素

い
し
く
」
を
支
え
る
た
め
、

手
間
暇
か
け
た
独
自
の
製
法

で
素
材
の
旨
味
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。
使
い
や
す
い
個

別
包
装
も
う
れ
し
い
一
品
で

す
。

　
近
年
の
食
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
も
対
応
し
、
植

物
性
原
料
の
み
を
使
用
し
た

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
に
も
使
用

集中して問題に取り組む受験者の皆さん

で
き
る
商
品
な
ど
も
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
日
々

の
食
事
に
欠
か
せ
な
い
「
旨

味
」
で
、
食
卓
を
多
彩
に
演

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
だ
し
の
素
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
同
社(

☎
44
―
０
２

１
８)

へ
。

同社の原点・だしの素

２
会
場
で
１
７
３
人
合
格

上
級
妖
怪
博
士
は
３
人
誕
生

境港妖怪検定

　
今
回
の
妖
怪
検
定
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ
り

の
実
施
と
な
っ
た
こ
と
、
初

級
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
水
木

　
境
港
商
工
会
議
所
と(

一
社)

境
港
観
光
協
会
は
、
昨
年
11

月
13
日
に
第
15
回
境
港
妖
怪
検
定
を
実
施
。
昨
年
12
月
13
日

に
合
格
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

し
げ
る
ロ
ー
ド
全
妖
怪
図

鑑
」
が
新
た
に
発
刊
さ
れ
た

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
前

回(

２
０
１
９
年)

と
比
較

し
て
約
33
㌫
増
と
な
る
延
べ

３
５
９
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
水
木
し
げ
る
先

生
の
生
誕
１
０
０
周
年
で
も

あ
り
、
多
く
の
妖
怪
フ
ァ
ン

や
水
木
フ
ァ
ン
が
待
ち
望
ん

だ
同
検
定
の
復
活
と
な
り
ま

し
た
。

　
検
定
の
結
果
は
、
初
級
受

験
者
数
２
３
１
人
の
う
ち
合

格
者
は
１
４
２
人
で
、
合
格

率
が
61
・
５
㌫
、
中
級
試
験

は
受
験
者
数
１
０
８
人
の
う

ち
合
格
者
は
28
人
で
、
合
格

率
は
25
・
９
㌫
で
し
た
。
上

級
試
験
は
受
験
者
数
20
人
の

う
ち
合
格
者
３
人
で
、
合
格

率
は
15
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
30
周
年
と
な
り
、
映

画
「
鬼
太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ

の
謎
」の
公
開
や
ア
ニ
メ「
悪

　(

一
社)

大
阪
活
性
化
協

会
実
行
委
員
会
は
、
昨
年  

11
月
12
日
と
13
日
の
両
日
、

「
道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
今
回
が

17
回
目
で
、
鳥
取
県
か
ら
多

く
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、

イ
ベ
ン
ト
に
彩
り
を
添
え
ま

し
た
。
ほ
か
に
、
高
知
県
や

徳
島
県
、
愛
媛
県
、
大
分
県

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

大
阪
市
中
央
区
の
湊
町
リ
バ

ー
プ
レ
イ
ス
や
難
波
駅
前
広

場(

中
央
区)

な
ど
を
会
場
に
、

大
阪
の
文
化
、
芸
能
、
グ
ル

メ
な
ど
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
大

型
イ
ベ
ン
ト
。

　
大
阪
ミ
ナ
ミ
を
中
心
に
様

々
な
団
体
が
協
力
し
て
作
り

上
げ
て
い
く
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
年
数
万
人
が
来
場
し
、

関
西
へ
向
け
た
魅
力
発
信
の

絶
好
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
か
ら

は(

一
社)

鳥
取

県
西
部
活
性
化

協
会
、(

一
社)

境
港
観
光
協
会
、

鳥
取
県
関
西
本

部
、
民
間
事
業

者
な
ど
が
連
携

し
て
一
体
的
に

参
加
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
の

鳥
取
県
の
グ
ル
メ
や
観
光
地
、

観
光
素
材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
関
西
か
ら
鳥
取

へ
の
来
訪
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

鳥取県活性化協会､境港観光協会などが参加

大阪の地で鳥取県の魅力ＰＲ大阪の地で鳥取県の魅力ＰＲ大阪の地で鳥取県の魅力ＰＲ大阪の地で鳥取県の魅力ＰＲ
道頓堀リバーフェスティバル

　
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の

姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、

子
ど
も
が
家
に
帰
っ
て
こ
な

い
な
ど
、
家
族
の
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
家
族

で
心
当
た
り
を
探
す
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
と
気
付
い
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
行
方

不
明
者
が
遠
く
ま
で
移
動
し

た
り
、
捜
索
が
夜
間
に
及
ぶ

な
ど
、
発
見
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
早
期
に
届
出
を
す
る

こ
と
で
、
関
係
機
関
に
迅
速

な
手
配
が
で
き
、
行
方
不
明

者
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
行
方
不

明
者
を
警
察
で
保
護
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
た
め
ら
わ
ず
届
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
行
方
不
明
者
の
届
け
出

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
境

港
警
察
署(

☎
44
―
０
１

１
０)

ま
で
。

家族の行方不明

すぐに届け出を
ー 境港警察署 ー

魔
く
ん
」
の
配
信
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
境
港
観
光
協
会
の
担
当
者

は
「
昨
年
以
上
に
妖
怪
検
定

を
通
し
て
、
妖
怪
の
魅
力
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
妖
怪
の

聖
地
境
港
・
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
を
よ
り
深
く
、
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
妖
怪
検
定
係(

☎
44
―

１
１
１
１)

、
ま
た
は
境
港

観
光
協
会(

☎
47
―
３
８
８

０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康や長時間
労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

１月の相談日
１月５日㈭ 午前＋午後 産業医

１月12日㈭ 午前＋午後 産業医

１月16日㈪ 午前　　　　　　　

１月19日㈭ 　　　午後 産業医

１月23日㈪ 午前　　　 　　　

１月26日㈭ 　　　午後 産業医

産業医
(精神科医)

産業医
(精神科医)

鳥取の味覚を来場者にアピール
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

LPガス・器具・灯油・給湯器
トイレ、システムバス、キッチンリフォーム工事

お米・今話題の氷温熟成米

太陽光発電
相談受付中

企業組合　里  岩  商  店
境港市末広町103

TEL（0859）44-4811㈹  FAX（0859）44-4813

境家具では「心地よくもっと楽しくそして貴方らしく」をテーマに
暮らしに彩を添えるオリジナルな家具のご提案をさせていただきます

宝塚ホテルに導入されたﾏｯﾄﾚｽの上質な寝心地をお買い求めいただけます

開催中‼

tel.0859-44-0505
〒684‐0027 鳥取県境港市東本町18

定休日/水曜日　営業時間10:00～18:30
Email sakaikagu2@utopia.ocn.ne.jp

境家具

〈サータ>プレミアムホテルキャンペーン
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　「
境
港
市
人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
昨
年

12
月
10
日
、
小
春
日
和
の
中
、

み
な
と
テ
ラ
ス(

市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
上
道
町)

で
開

催
さ
れ
、
境
港
商
工
会
議
所

女
性
会
も
３
年
ぶ
り
に
バ
ザ

ー
の
出
店
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
員
が
提
供
し
た
食
料
品

や
日
用
雑
貨
の
お
買
い
得
品

が
所
狭
し
と
並
ぶ
中
、
来
場

し
た
皆
様
に
「
に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
ね
ぇ
」
と
の
声
を
も

ら
い
、
久
々
の
バ
ザ
ー
で
緊

張
気
味
の
会
員
も
思
わ
ず
に

っ
こ
り
。
大
盛
況
の
う
ち
に

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
社
会

福
祉
活
動
な
ど
、
地
域
貢
献

事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
買
い
上

げ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
終
了
後
は
、
境
港

市
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
」
導
入
の
記
念
講

演
が
あ
り
、
女
装
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し

て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
性
的
マ
イ

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

バザーに参加した女性会の皆さん

人権ふれあいフェス

バザー出店で参加
ブルボンヌさんの講演も

ノ
リ
テ
ィ
ー
を
扱
う
数
々
の

メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
の
ブ
ル

ボ
ン
ヌ
さ
ん
が
「
男
ら
し
さ
、

女
ら
し
さ
よ
り
、
自
分
ら
し

さ
が
社
会
を
か
え
る
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ボ
ン
ヌ
さ
ん
は
「
世

間
か
ら
『
オ
ネ
エ
』
と
称
さ

れ
る
人
の
定
義
が
曖
昧
な
よ

う
に
、
一
言
で
性
別
と
い
っ

て
も『
遺
伝
子
』『
肉
体
』『
服

装
・
ふ
る
ま
い
』『
対
象
』

の
性
別
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
単

に
男
か
女
か
で
白
黒
つ
け
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
指
摘
。

　「
だ
か
ら
こ
そ
、
性
的
指

向
や
性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
に
誇
り

を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
が
大

切
で
、
そ
れ
こ
そ
が
社
会
を

か
え
て
い
く
の
で
す
」
と
強

く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　
誰
の
中
に
も
、
男
っ
ぽ
い

自
分
、
女
っ
ぽ
い
自
分
、
ど

ち
ら
も
い
ま
す
。
何
を
着
て

も
誰
を
好
き
に
な
っ
て
も
、

そ
の
人
の
人
間
的
価
値
は
変

１
１
２
人
の
参
加
で
に
ぎ
や
か
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
「
第
10
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
」
を
昨
年
11
月

３
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
大

山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部(

南
部

町)

で
開
催
。
秋
晴
れ
の
中
、

１
１
２
人
の
参
加
の
も
と
盛

大
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
大
会
は
10
年
前
に
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
収
益
金
を
地

域
活
性
化
の
た
め
の
事
業
活

動
費
と
し
て
、
有
意
義
に
活

用
。
こ
れ
ま
で
、
観
光
客
な

ど
に
利
用
し
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
傘

や
車
い
す
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
た
み
な
と
テ
ラ
ス
に
屋

外
用
ベ
ン
チ
を
寄
贈
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
当
大

会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
、
ご
協

賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業･

団
体
を
は
じ
め
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
の
お
か
げ

と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
10
回
目
を
迎
え
た

記
念
と
し
て
、
気
持
ち
ば
か

り
の
「
紅
白
餅
」
を
用
意
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
「
10
回

記
念
の
品
で
す
」
と
手
渡
す

と
、
皆
ニ
コ
っ
と
笑
顔
と
な

り
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
例
年
、
表
彰
式
を
開
催
し

業
種
や
世
代
を
超
え
て
の
交

流
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、
近

年
は
表
彰
式
の
な
い
形
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、

　
昨
年
11
月
16
日
、
小
春
日

和
の
午
後
、
当
女
性
会
恒
例

事
業
の
１
つ
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
プ
ラ
ン
タ
ー
花
の

植
え
替
え
に
一
年
ぶ
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
作
業
手
順
の
工
程
書
を
片

手
に
２
班
に
分
か
れ
、
作
業

が
ス
タ
ー
ト
。
プ
ラ
ン
タ
ー

を
置
い
て
あ
る
沿
道
の
店
々

を
回
り
、
植
え
替
え
の
挨
拶

を
し
て
、
会
員
の
運
転
す
る

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
プ
ラ
ン
タ
ー

を
積
み
込
み
、
作
業
会
場
の

じ
げ
の
物
産
館
横
の
広
場
に

行
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
集
め
て
き
た
50

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
古
い
苗

を
抜
き
、
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、

新
し
い
土
を
混
ぜ
、
花
苗
を

植
え
る
穴
を
あ
け
、
そ
こ
に
、

新
し
く
準
備
し
た
花
苗
「
よ

　
毎
年
恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
昨

年
12
月
19
日
に
開
催
し
、
会

員
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
も
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
永
井
千

春
先
生
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
か

ら
お
正
月
に
か
け
て
の
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
冬
木
立
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

は
、
色
調
の

異
な
る
数
種

類
の
グ
リ
ー

ン
に
バ
ラ
や

オ
ン
シ
ジ
ュ

ー
ム
が
彩
り

を
添
え
た
華

や
か
な
も
の

で
す
。
赤
い
ヒ
ペ
リ
カ
ム
と

ま
つ
ぼ
っ
く
り
な
ど
の
飾
り

で
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。

　
飾
り
を
水
引
や
干
支
の
ピ

ッ
ク
な
ど
に
変
え
る
だ
け
で

お
正
月
ら
し
く
な
る
の
で
、

ひ
と
月
ほ
ど
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
先
生
の
作
っ
た
お
手
本
を

見
な
が
ら
集
中
す
る
こ
と
一

時
間
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
見
え
隠
れ
す
る
素
敵

な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
会
員
同
士
、
作
品
を
前
に

し
ば
し
談
笑
。
慌
た
だ
し
く

過
ぎ
た
一
年
を
振
り
返
り
つ

つ
互
い
を
労
い
、
和
や
か
な

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
業
委
員
Ｈ
）

各賞の賞品と10回記念の品を贈呈

わ
ら
な
い
の
に
、
私
た
ち
は

性
別
に
対
し
て
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん

か
？

　
ふ
と
、金
子
み
す
ゞ
の「
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
」
の
言
葉
が
心
に
浮
か
ん

だ
ひ
と
時
で
し
た
。

（
親
睦
委
員
Ｎ
）

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
な
大
会
と
な

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　（
総
務
委
員
Ｋ
）

く
咲
く
ス
ミ
レ
」

を
彩
り
よ
く
植
え

込
み
、
肥
料
を
入

れ
、
最
後
に
ジ
ョ

ウ
ロ
で
水
や
り
を

し
て
植
え
替
え
を

完
了
。

　
再
度
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
積
み
込
み
、

元
の
場
所
に
設
置

し
な
が
ら
お
店
の

人
に
、
植
え
替
え

の
報
告
や
水
や
り
の
お
願
い

な
ど
の
声
掛
け
を
し
て
設
置

作
業
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
沿
道
の
プ
ラ
ン
タ

ー
を
見
た
観
光
客
か
ら
「
お

花
き
れ
い
で
す
ね
ー
」
と
い

う
声
が
あ
り
、
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
し
「
水
木
ロ
ー
ド
を

訪
れ
る
人
々
を
よ
り
明
る
い

気
持
ち
に
し
て
い
る
と
い
い

な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。
次

回
も
楽
し
み
で
す
。

　
後
片
付
け
を
終
え
、
作
業

を
労
う
美
味
し
い
甘
酒
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
早
速
反
響

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
親
睦
委
員
Ｋ
） 植え替え作業中の参加メンバー

手本の作品を作りながら
指導する永井千春さん

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

永
井
千
春
さ
ん
が
手
ほ
ど
き

植え替え作業を実施

水木ロード
寄　　　贈プランター
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フジッコ株式会社  境港工場
〒684-0046
鳥取県境港市竹内団地271番地
TEL ： 0859-47-2211（代表）
FAX ： 0859-47-2226
URL ： http://www.fujicco.co.jp

○スタッフ滞在時間 （木曜終日不在）
 ［平日］10：00～21：00
 ［  土  ］10：00～20：00
 ［日祝］10：00～19：00

0859-57-4105電話

http://www.yumina24.com
WEB

ユミナ 境港

○24時間営業

１月入会キャンペーン実施中！

今、始めよう。
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感
恩
報
謝
当
た
り
前
に
感
謝
し
、

行
動
に
う
つ
そ
う

一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所岡

空

　聡

第
59
代
理
事
長

新　年　の
ごあいさつ

（一社）境港青年会議所　新年スタート特集

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
か
ら
、
当
会
に
格
別

の
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
は
当
会
に
対
し
、
多

く
の
皆
様
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
社

会
課
題
や
国
際
情
勢
の
変
動

に
よ
り
、
住
ん
で
い
る
地
域

の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

続
く
中
、
し
っ
か
り
と
将
来

の
地
域
像
を
見
据
え
た
上
で
、

今
年
度
も
地
域
の
諸
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
行
動
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　「
前
人
木
を
植
え
、
後
人

涼
を
得
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

先
輩
諸
兄
姉
の
皆
様
の
努
力
、

運
動
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
境
港
青
年
会
議
所
は
58

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
そ
の
ご
恩
を
感
じ
、

ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
今

度
は
私
た
ち
が
前
人
と
な
る

べ
く
、
木
を
植
え
る
よ
う
な

運
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
課
題
解
決
の
た
め
に
起
こ

す
今
年
度
の
運
動
が
、
や
が

て
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と

な
り
、
地
域
社
会
を
巻
き
込

ん
だ
運
動
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
地
域
の

皆
様
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

拡大・Active Citizen
創出委員会

ビジョナリーシティ
委員会
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田  

健 

彦

松 

本   

　淳

渡 

辺  

三 

矢

委
　
員

戦略総務委員会

丸 

山  

誉 

覚

会
計
理
事

永 

井  

洋 

平

丸 

山  

誉 

覚

伊 

藤  

康 

弘

川 

本   

　龍

委
　
員

加 

藤  

大 

輔

木 

下  

雄 

一

山 

内  

一 

也

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

委
員
長

２０２３年度
組  織  図

平 

野  

陽 

平

山 

内  

一 

也

委
　
員

福 

嶋  

隆 

爾

理
事
会

総

　会

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

２
０
２
３
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
や
個
人
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
で
も
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ
た

仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
解
決
で

き
ま
す
。

①適切な諸会議運営

②青年会議所運動を見える
　化する情報発信

③将来の見通しを立てたま
　ちづくり

④ダイバーシティにもとづ
　く会員拡大と会員育成

⑤地域社会におけるステー
　クホルダーの増加

2023年度基本方針

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
境
港

青
年
会
議
所
の
会
員
に
な
っ

て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
活
動
を
企
画
・
運
営
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ

ー
一
同
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
会
員
資
格
〉

●
年
齢
が
20
歳
以
上
で
38
歳

未
満
の
人

●
境
港
市
お
よ
び
近
郊
に
在

住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人●
境
港
青
年
会
議
所
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

　
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
境

港
青
年
会
議
所
事
務
局(

☎

44
―
２
７
０
０)

へ
。
ま
た
、

当
青
年
会
議
所
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(

「
境
港
青
年
会
議
所
」

で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。2022年度ありがとうございました！ 2023年度もよろしくお願いいたします

一緒に活動しませんか

ー 境港青年会議所 ー

ただいま会員募集中ただいま会員募集中ただいま会員募集中



不動産を 売る買う貸す借りるとき、おまかせ下さい。不動産を 売る買う貸す借りるとき、おまかせ下さい。

〒684－0032  鳥取県境港市元町4番地 44－4011☎
（0859）

不動産を 売る買う貸す借りるとき、おまかせ下さい。

Click

物件情報公開中 !

S A N SU Y

鳥取県知事（12）第599号
鳥取県宅地建物取引業協会会員／全国宅地建物取引業保証協会会員

2022年12月1日(木）から
空港限定オリジナルグッズ 第２弾 販売開始！

×米子鬼太郎空港SDGs

販売場所　セブン-イレブン米子鬼太郎空港店（空港1F）
※カニデザイン空港札(左)は正月限定デザイン。12/29(木)から数量限定販売

○ 障がい者雇用を推進している県内企業
                  株式会社サンライズさんこうとの共同制作
○ 鳥取県産のとても良い香りがする
　　　　　「大山かおるヒノキ」を使用

自分のバッグの目印に！
スーツケースなどにおすすめ

ラゲッジタグ
販売価格　500円(税込)

空港札
販売価格　各1,000円(税込)

SDGsへの取り組み

　
前
回
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
え
ぴ
く
る(

上
道
町)

の
伯

州
綿
酵
母
を
使
っ
た
コ
ッ
ト

ン
シ
リ
ー
ズ
は
３
種
類
あ
り

ま
す
。
コ
ッ
ト
ン
ブ
レ
ッ
ド
、

コ
ッ
ト
ン
ワ
ッ
フ
ル
と
、
あ

と
一
つ
は
何
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
、
正
解
は
③
の

「
コ
ッ
ト
ン
ボ
ー
ル
」で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
原

定
子(
外
江
町)

▽
小
徳
潤
一

正解と当選者

　
境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一

Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会(

越
河
彰

統
会
長)

は
１
月
15
日
、
カ

ニ
感
謝
祭
を
行
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
恒
例
の
パ
レ

ー
ド
を
中
止
し
ま
す
が
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
い
の
店

舗
で
５
０
０
円
以
上
の
買
い

物
を
し
た
人
に
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

(

先
着
３
０
０
人)

。

　
同
感
謝
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
１
月
15
日
㈰

▽
大
漁
太
鼓
演
奏(

水
木
し

げ
る
記
念
館
前)

＝
午
前
10

時
30
分
▽
式
典(

同)

＝
午

前
10
時
45
分
▽
カ
ニ
汁
ふ
る

ま
い(

３
０
０
杯
、
し
お
さ

い
会
館)

＝
午
前
11
時
ご
ろ

▽
カ
ニ
奉
納
・
鬼
太
郎
音
頭

披
露(

妖
怪
神
社
前)

＝
午

前
11
時
10
分
ご
ろ
▽
カ
ニ
プ

レ
ゼ
ン
ト(

し
お
さ
い
会
館

前
、レ
シ
ー
ト
と
引
き
換
え)

＝
午
前
11
時
～
12
時
30
分

　
な
お
、
悪
天
候
の
時
は
、

中
止
、
ま
た
は
内
容
を
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
同
感
謝
祭
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
同
実
行
委
員
会
事
務

局(

境
港
市
水
産
商
工
課
・

☎
47
―
１
０
５
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
発
見
・
境
港
発
商
品
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
㈱
上
野

水
産
を
取
材
し
ま
し
た(

10

㌻
に
掲
載)

。
業
務
用
の
商

材
を
主
体
に
し
て
い
た
同
社

が
消
費
者
に
直
接
販
売
す
る

新
商
品
を
開
発
し
た
の
で
す
。

社
内
募
集
の
結
果
、
提
案
者

と
な
っ
た
竹
谷
彩
さ
ん
と
、

品
質
管
理
の
柏
木
満
里
子
さ

ん
、
包
材
や
営
業
を
担
当
し

(

元
町)

▽
杉
山
あ
い
子(

竹

内
町)

▽
寺
本
礼
子(

中
野

町)

▽
西
垣
隆
義(

明
治
町)

賞
品
　
コ
ッ
ト
ン
ワ
ッ
フ
ル

ス
ポ
ン
サ
ー
　
え
ぴ
く
る

(

穗
の
し
る
べ
、
上
道
町)

た
友
田
佳け

い

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
若
手

３
人
が
開
発
に
携
わ
り
、
悪

戦
苦
闘
の
末
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
新
商
品
が

生
ま
れ
る
予
感
が
し
た
取
材

で
し
た
。

カ
ニ
感
謝
祭

１
月
15
日

水
木
ロ
ー
ド
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　日本食品工業㈱（竹内町）

1月11日㈬(当日消印有効)

日本食品工業㈱(竹内町)の「だしの素」は厳選
された鰹の荒節を自社で焙乾した後に粉砕し
て○○○○にします。〇〇〇〇に入る言葉は、
次のどれでしょう。（ヒントは11ページ）

賞品  「だしの素10ｇ×50袋」　５名様

① カリカリ
② サラサラ
③ キラキラ

14

【事業所のあらまし】
代 表 者 	渡部綾佳(わたなべ・あやか)
所 在 地	 境港市夕日ヶ丘2丁目56-1
T E L	 090-3375-5176
営業時間	 10：00～17：00
休	業	日	 不定休
事業内容	 動画制作

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…１人１台スマホを持ち歩く今、誰で
も気軽に動画を楽しめるようになり、企業がSNSで動
画を配信したり、動画を使ったコンテンツの増加による
個人での需要も増えていると感じていました。映像制作
は、大手企業の場合、たくさんの人を介するため高額に
なることが多いのですが、自分で作るとなると、膨大な
時間や専門的な知識が必要となります。もっと気軽に頼
めて良い動画を作れる所があったらいいな、と思ったの
がきっかけです。私の得意な動画制作で地域の活性化に
役立ちたいと思い、一から勉強をし直し、2022(令和４)
年５月に開業しました。
○おすすめポイントは？…ご用意いただいた動画を提出し
ていただき編集します。スマホで撮影した素材ももちろ
んOKです。内容によっては映像の撮影からも対応しま
す。商用利用できるBGMや画像素材も多数揃えていま
すので、ご安心ください。社内研修や人材採用サイトに
掲載する社員インタビュー、YouTube(ユーチューブ)
動画が人気です。個人では、卒業記念や思い出の動画な
ど「作りたいけど時間がない！」という動画制作もお任せ
ください。SNSに動画を利用される場合は、運用の仕
方も相談に応じています。
○お客様は？…初めはオンラインで仕事を取り、経験を積
んできました。現在は、地域のお店をはじめ、友人など
の紹介でご利用いただいています。YouTube動画はあ
りがたいことにリピーターになっていただく皆さんが増
えてきました。自分で作るよりも早くて良い動画だった
と、うれしいお言葉もいただいています。
○今後の事業展開（展望）？…お客様がイメージする動画を
制作して、業務を楽にしたり、地域を盛り上げたりして
いきたいです。
○一言PR！…見積りは無料です。動画は一度作ってしま
えば繰り返し利用できますからおすすめですよ。「こんな
の作れる？」など、ホームページのお問い合わせフォー
ムから気軽にご連絡ください。

編集作業中のPC

取り扱いメニューの一覧。そのほか、どんな動画でもご相談ください

ホームページ

ペ
ン
を
置
い
て
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